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(57)【要約】
　１つまたは複数の低電力／低機能ワイヤレス・タグの
動作が、システムにおいて確立され、その後、外部局が
、このシステムに導入される。ワイヤレス・タグと外部
局との間で通信が確立され、外部局はワイヤレス・タグ
から送信されるアドバタイズされる情報をダイレクトに
受信する。動作のさまざまなモードは、（１）外部ＳＴ
Ａが、ワイヤレス・アクセスポイント（ＡＰ）に関連付
けられたパッシブ・ワイヤレス・タグを含むシステムに
導入されること、（２）外部ＳＴＡが、ワイヤレスＡＰ
に関連付けられたアクティブ・ワイヤレス・タグを含む
システムに導入されること、（３）外部ＳＴＡが、ワイ
ヤレスＡＰに関連付けられていないパッシブ・ワイヤレ
ス・タグを含むシステムに導入されること、および、（
４）外部ＳＴＡが、ワイヤレスＡＰに関連付けられてい
ないアクティブ・ワイヤレス・タグを含むシステムに導
入されること、を含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信システムにおいて動作する方法であって、前記システムは１つまたは複
数のワイヤレス・タグを含み、前記方法は、
　　前記１つまたは複数のワイヤレス・タグのうちの１つのタグによって、ワイヤレス・
アクセスポイントからの通信を受信することと、
　　前記タグによって、前記ワイヤレス通信システムに対して外部にある局にダイレクト
に、前記タグに関するアドバタイズされる情報を送信することと、
　を備える方法。
【請求項２】
　前記通信はビーコンを備え、前記アドバタイズされる情報は、前記ビーコンに応答して
送信される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ビーコンは、前記ビーコン内の前記タグを識別する、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記ビーコンに応答して省電力ポール（ＰＳ－Ｐｏｌｌ）を送信することをさらに備え
る、請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　前記アドバタイズされる情報を送信することは、前記アドバタイズされる情報を前記Ｐ
Ｓ－Ｐｏｌｌ内に含めることを備える、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記ＰＳ－Ｐｏｌｌに応答して、前記ワイヤレス・アクセスポイントから、アクノレッ
ジ信号を受信することと、
　前記アクノレッジ信号に応答して、アクティブ状態を維持することと、
　前記アクティブ状態の間、前記局からのプローブ要求を受信することとをさらに備え、
　前記アドバタイズされる情報を送信することは、前記プローブ要求に応答して、前記ア
ドバタイズされる情報を送信することを備える、請求項４に記載の方法。
【請求項７】
　前記ＰＳ－Ｐｏｌｌの送信に続いてアクティブ状態を維持することと、
　前記アクティブ状態の間、前記局からプローブ要求を受信することとをさらに備え、
　前記アドバタイズされる情報を送信することは、前記プローブ要求に応答して、前記ア
ドバタイズされる情報を送信することを備える、請求項４に記載の方法。
【請求項８】
　前記通信は、デリバリー・トラフィック・インジケーション・マップ（ＤＴＩＭ）ビー
コンを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記ＤＴＩＭビーコンに応答してアクティブ状態を維持することと、
　前記アクティブ状態の間、前記局から要求を受信することとをさらに備え、
　前記アドバタイズされる情報を送信することは、前記要求に応答して、前記アドバタイ
ズされる情報を送信することを備える、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記通信は、前記ワイヤレス・アクセスポイントを用いてウェイクアップ・スケジュー
ルを確立する、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ウェイクアップ・スケジュールから導出される時間において、前記局から要求を受
信することをさらに備え、
　前記アドバタイズされる情報を送信することは、前記要求に応答して、前記アドバタイ
ズされる情報を送信することを備える、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記通信は、ウェイクアップ時間を指定するウェイクアップ要求を備える、請求項１に
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記載の方法。
【請求項１３】
　前記指定されたウェイクアップ時間においてアクティブ状態に切り換えることと、
　前記アクティブ状態の間、前記局からの要求を受信することとをさらに備え、
　前記アドバタイズされる情報を送信することは、前記要求に応答して、前記アドバタイ
ズされる情報を送信することを備える、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記アドバタイズされる情報を送信することは、前記アドバタイズされる情報を、前記
指定されたウェイクアップ時間において送信することを備える、請求項１２に記載の方法
。
【請求項１５】
　ワイヤレス・タグであって、
　　プロセッサと、
　　前記プロセッサと電子通信するメモリとを備え、前記メモリは命令を組み込んでおり
、前記命令は、
　　　ワイヤレス通信システムにおいてワイヤレス・アクセスポイントから通信を受信す
ることと、ここで、前記ワイヤレス通信システムは、前記ワイヤレス・タグおよび前記ワ
イヤレス・アクセスポイントを備える、
　　　前記ワイヤレス通信システムに対して外部にある局にダイレクトに、前記ワイヤレ
ス・タグに関するアドバタイズされる情報を送信することと、
　　を行うように前記プロセッサによって実行可能である、ワイヤレス・タグ。
【請求項１６】
　前記通信はビーコンを備え、前記アドバタイズされる情報は、前記ビーコンに応答して
送信される、請求項１５に記載のデバイス。
【請求項１７】
　前記ビーコンは、前記ビーコン内の前記ワイヤレス・タグを識別する、請求項１６に記
載のデバイス。
【請求項１８】
　前記命令は、前記ビーコンに応答して省電力ポール（ＰＳ－Ｐｏｌｌ）を送信するよう
に前記プロセッサによって実行可能である、請求項１６に記載のデバイス。
【請求項１９】
　前記アドバタイズされる情報を送信するように実行可能な命令は、前記アドバタイズさ
れる情報を前記ＰＳ－Ｐｏｌｌ内に含めるように前記プロセッサによって実行可能な命令
を備える、請求項１８に記載のデバイス。
【請求項２０】
　装置であって、
　　１つまたは複数のワイヤレス・タグのうちの１つのタグにおいて、ワイヤレス通信シ
ステム内のワイヤレス・アクセスポイントからの通信を受信する手段と、ここで、前記ワ
イヤレス通信システムは、前記１つまたは複数のワイヤレス・タグおよび前記ワイヤレス
・アクセスポイントを備える、
　　前記ワイヤレス通信システムに対して外部にある局にダイレクトに、前記タグに関す
るアドバタイズされる情報を、前記タグから送信する手段と、
　を備える装置。
【請求項２１】
　前記通信はビーコンを備え、前記アドバタイズされる情報は、前記ビーコンに応答して
送信される、請求項２０に記載の装置。
【請求項２２】
　前記ビーコンは、前記ビーコン内の前記タグを識別する、請求項２１に記載の装置。
【請求項２３】
　前記ビーコンに応答して省電力ポール（ＰＳ－Ｐｏｌｌ）を送信する手段をさらに備え
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る、請求項２１に記載の装置。
【請求項２４】
　前記アドバタイズされる情報を送信する前記手段は、前記ＰＳ－Ｐｏｌｌに、前記アド
バタイズされる情報を含める手段を備える、請求項２３に記載の装置。
【請求項２５】
　アクセスポイントであって、
　　プロセッサと、
　　前記プロセッサと電子通信するメモリとを備え、前記メモリは命令を組み込んでおり
、前記命令は、
　　　ワイヤレス通信システムに対して外部にある局から通信を受信することと、ここで
、前記ワイヤレス通信システムは、１つまたは複数のワイヤレス・タグおよび前記アクセ
スポイントを備える、
　　　前記少なくとも１つのワイヤレス・タグに関するアドバタイズされる情報を前記局
にダイレクトに送信するように前記少なくとも１つのワイヤレス・タグをトリガするため
に、前記１つまたは複数のワイヤレス・タグのうちの少なくとも１つのワイヤレス・タグ
に通信を送信することと、
　　を行うように前記プロセッサによって実行可能である、アクセスポイント。
【請求項２６】
　前記少なくとも１つのワイヤレス・タグは、受信された要求に応答してのみ、前記アド
バタイズされる情報を送信する、請求項２５に記載のアクセスポイント。
【請求項２７】
　前記少なくとも１つのワイヤレス・タグへの通信は、ビーコンを備え、前記少なくとも
１つのワイヤレス・タグは、前記ビーコンに応答して、前記アドバタイズされる情報を送
信する、請求項２６に記載のアクセスポイント。
【請求項２８】
　前記少なくとも１つのワイヤレス・タグからの前記アドバタイズされる情報は、前記少
なくとも１つのワイヤレス・タグによって送信される省電力ポール（ＰＳ－Ｐｏｌｌ）に
含められる、請求項２７に記載のアクセスポイント。
【請求項２９】
　前記局からの通信は、前記少なくとも１つのワイヤレス・タグを識別し、
　前記ビーコンは、前記局からの通信に応答して、前記ビーコン内の少なくとも１つのワ
イヤレス・タグを識別する、請求項２７に記載のアクセスポイント。
【請求項３０】
　前記命令は、
　　前記少なくとも１つのワイヤレス・タグにビーコンを送信することと、
　　前記ビーコンを送信した後に、前記少なくとも１つのワイヤレス・タグから省電力Ｐ
ｏｌｌ（ＰＳ－Ｐｏｌｌ）を受信することと、
　　前記ＰＳ－Ｐｏｌｌに応答してアクノレッジ信号を送信することと、ここで、前記局
は、前記アクノレッジ信号に応答して前記少なくとも１つのワイヤレス・タグに要求を送
信し、前記少なくとも１つのワイヤレス・タグは、前記要求に応答して、前記アドバタイ
ズされる情報を送信する、
　を行うように前記プロセッサによって実行可能である、請求項２６に記載のアクセスポ
イント。
【請求項３１】
　装置であって、
　　ワイヤレス通信システムに対して外部にある局からの通信を受信する手段と、ここで
、前記ワイヤレス通信システムは、１つまたは複数のワイヤレス・タグおよびアクセスポ
イントを備える、
　　少なくとも１つのワイヤレス・タグに関するアドバタイズされる情報を前記局にダイ
レクトに送信するように前記少なくとも１つのワイヤレス・タグをトリガするために、前
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記１つまたは複数のワイヤレス・タグのうちの少なくとも１つのワイヤレス・タグに通信
を送信する手段と、
　を備える装置。
【請求項３２】
　前記少なくとも１つのワイヤレス・タグは、受信された要求に応答してのみ、前記アド
バタイズされる情報を送信する、請求項３１に記載の装置。
【請求項３３】
　前記少なくとも１つのワイヤレス・タグへの通信は、ビーコンを備え、前記少なくとも
１つのワイヤレス・タグは、前記ビーコンに応答して、前記アドバタイズされる情報を送
信する、請求項３２に記載の装置。
【請求項３４】
　前記少なくとも１つのワイヤレス・タグからの前記アドバタイズされる情報は、前記少
なくとも１つのワイヤレス・タグによって送信される省電力ポール（ＰＳ－Ｐｏｌｌ）内
に含められる、請求項３３に記載の装置。
【請求項３５】
　前記局からの前記通信は、前記少なくとも１つのワイヤレス・タグを識別し、
　前記ビーコンは、前記局からの前記通信に応答して、前記ビーコン内の前記少なくとも
１つのワイヤレス・タグを識別する、請求項３３に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　相互参照　
　[0001]本特許出願は、２０１３年９月２５日に出願されたＭｅｒｌｉｎらによる「支援
されたエネルギー効率の良いピアツーピア（Ｐ２Ｐ）通信（Assisted Energy Efficient 
Peer-To-Peer (P2P) Communications）」と題された米国特許出願第１４／０３６，０１
０号と、２０１３年３月１４日に出願されたＭｅｒｌｉｎらによる「支援されたエネルギ
ー効率の良いピアツーピア（Ｐ２Ｐ）通信（Assisted Energy Efficient Peer-To-Peer (
P2P) Communications）」と題された米国仮特許出願第６１／７８５，２２１号との優先
権の利益を主張する。これらの各々は、本願の譲受人に譲渡されている。
【０００２】
　[0002]本開示は、１つまたは複数のワイヤレス・タグを含むワイヤレス通信システムへ
の外部ワイヤレス局の導入に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス・タグは、本明細書では、低電力デバイス（通常は、バッテリ駆動さ
れる）であり、最小限の機能を有している、小型のワイヤレス局（ＳＴＡ）として定義さ
れる。いくつかのワイヤレス・タグは、位置または温度のような特定の情報をオンデマン
ドでアドバタイズ（advertise）することが意図されている。その他のいくつかのワイヤ
レス・タグは、情報を受信することに応答して、（例えば、ワイヤレス・タグに関連付け
られたアクチュエータを用いて）ドアを開けること、または受信した情報をログすること
、のような動作を実行することが意図されている。ワイヤレス・タグは、機能、ベンダ、
またはロケーションのような、ワイヤレス・タグの共有される特性に基づいて、グループ
に属し得る。ワイヤレス・タグの前述された性質に基づいて、多くのワイヤレス・タグを
単一の部屋（または、その他の小さなエリア）内に存在させることが可能である。
【０００４】
　[0004]ワイヤレス・タグは、ワイヤレス・アクセスポイント（ＡＰ）に関連付けられる
ことができ、または、どのワイヤレスＡＰにも関連付けられないことが可能である。ワイ
ヤレス・タグは、通常、スリープ状態にあり、これによって、電力を節約する。ワイヤレ
ス・タグは、アドバタイズされる情報を送信するためにワイヤレス・タグが定期的にウェ
イクアップする、アクティブ・デバイスであり得る。あるいは、ワイヤレス・タグは、ア
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ドバタイズされる情報を送信する前にワイヤレス・タグが外部要求を受信することを待つ
、パッシブ・デバイスであり得る。
【０００５】
　[0005]新たな外部局（ＳＴＡ）が１つまたは複数のワイヤレス・タグを含む部屋または
エリアに入ることを可能にし、ここで、新たな外部ＳＴＡは、ワイヤレス・タグとダイレ
クトに通信することによって、１つまたは複数のワイヤレス・タグから、アドバタイズさ
れる情報を収集すること、および／または１つまたは複数のワイヤレス・タグにおける動
作をトリガすることを可能とされ、これによって、ワイヤレス・システム内の電力消費を
最小限に抑える方法を有することが望ましい。
【発明の概要】
【０００６】
　[0006]したがって、本開示は、新たな外部ＳＴＡが、確立されたワイヤレス・システム
において１つまたは複数のワイヤレス・タグとダイレクトに通信することを可能にする方
法を提供する。
【０００７】
　[0007]一般に、本開示は、ワイヤレス通信システムにおいて１つまたは複数のワイヤレ
ス・タグの動作を確立し、その後、新たな外部ＳＴＡをこのシステムに導入する。外部Ｓ
ＴＡは、１つまたは複数のワイヤレス・タグとの通信を確立し、ここで、外部局は、１つ
または複数のワイヤレス・タグによって送信された、アドバタイズされる情報を、ダイレ
クトに受信する。
【０００８】
　[0008]本開示の第１の実施形態（Ｍｏｄｅ＿１）によれば、外部局をワイヤレス通信シ
ステムに導入する前に、１つまたは複数のワイヤレス・タグの各々が、ワイヤレス・アク
セスポイント（ＡＰ）に関連付けられ、ワイヤレス・タグの各々は、受信された要求に応
答して、アドバタイズされる情報を送信するだけのパッシブ・デバイスである。
【０００９】
　[0009]第１の実施形態の第１のバリエーション（Ｍｏｄｅ＿１Ａ）によれば、ワイヤレ
スＡＰは、パッシブ・ワイヤレス・タグにビーコンを送信し、パッシブ・ワイヤレス・タ
グは、受信されたビーコンに応答して、アドバタイズされる情報を送信する。この実施形
態では、アドバタイズされる情報は、受信されたビーコンに応答してパッシブ・ワイヤレ
ス・タグによって送信されたＰＳ－ｐｏｌｌフレームに含められ得る。
【００１０】
　[0010]第１の実施形態の第１のバリエーションによれば、外部局は、ワイヤレスＡＰに
要求を送信し得、ワイヤレスＡＰは、少なくとも部分的に、この要求に応答して、ビーコ
ンを送信する。
【００１１】
　[0011]第１の実施形態の第１のバリエーションによれば、ワイヤレスＡＰは、パッシブ
・ワイヤレス・タグにビーコンを送信し得る。これに応答して、パッシブ・ワイヤレス・
タグは、ワイヤレスＡＰにＰＳ－Ｐｏｌｌフレームを送信する。ワイヤレスＡＰは、ＰＳ
－Ｐｏｌｌフレームに応答して、アクノレッジ信号を送信し、ここで、パッシブ・ワイヤ
レス・タグは、アクノレッジ信号に応答してアウェイク状態にとどまる。外部局は、アク
ノレッジ信号に応答して、アウェイクしているパッシブ・ワイヤレス・タグに要求を送信
し、アウェイクしているパッシブ・ワイヤレス・タグは、受信された要求に応答して、ア
ドバタイズされる情報を送信する。
【００１２】
　[0012]第１の実施形態の第１のバリエーションによれば、ワイヤレスＡＰは、パッシブ
・ワイヤレス・タグにビーコンを送信し、これに応答して、パッシブ・ワイヤレス・タグ
のうちの１つまたは複数は、ＰＳ－Ｐｏｌｌフレームを送信し得る。次いで、外部局は、
ＰＳ－Ｐｏｌｌフレームに応答して、パッシブ・ワイヤレス・タグに要求を送信し得、パ
ッシブ・ワイヤレス・タグは、受信された要求に応答して、アドバタイズされる情報を送
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信する。
【００１３】
　[0013]第１の実施形態の第２のバリエーション（Ｍｏｄｅ＿１Ｂ）によれば、ワイヤレ
スＡＰは、１つまたは複数のパッシブ・ワイヤレス・タグを指定するデリバリー・トラフ
ィック・インジケーション・メッセージ（ＤＴＩＭ：delivery traffic indication mess
age）を送信し得る。外部局は、指定された１つまたは複数のパッシブ・ワイヤレス・タ
グに要求を送信し、その間、これらのタグは、ＤＴＩＭを受信することに応答してアウェ
イク状態にある。指定された１つまたは複数のパッシブ・ワイヤレス・タグは、次いで、
要求に応答して、アドバタイズされる情報を外部局に送信する。この実施形態の１つの態
様によれば、ワイヤレスＡＰは、外部局から受信された要求に応答してＤＴＩＭを生成し
得る。この実施形態の別の態様によれば、外部局は、ワイヤレスＡＰからトリガを受信す
ることに応答して、要求を送信し得る。
【００１４】
　[0014]第１の実施形態の第３のバリエーション（Ｍｏｄｅ＿１Ｃ）によれば、ワイヤレ
スＡＰは、パッシブ・ワイヤレス・タグのためのダウンリンク・ウェイクアップ・スケジ
ュールを維持し得る。ワイヤレスＡＰは、ウェイクアップ・スケジュールを外部局に送信
し、外部局は、ウェイクアップ・スケジュールによって識別された時間に、パッシブ・ワ
イヤレス・タグに要求を送信する。パッシブ・ワイヤレス・タグは、受信された要求に応
答して、アドバタイズされる情報を外部局に送信する。
【００１５】
　[0015]第１の実施形態の第４のバリエーション（Ｍｏｄｅ＿１Ｄ）によれば、外部局は
、ワイヤレスＡＰに第１のウェイクアップ要求を送信し得、第１のウェイクアップ要求は
、ウェイクアップ時間を指定する。これに応答して、ワイヤレスＡＰは、１つまたは複数
のパッシブ・ワイヤレス・タグに第２のウェイクアップ要求を送信し、第２のウェイクア
ップ要求は、ウェイクアップ時間を指定する。これに応答して、１つまたは複数のパッシ
ブ・ワイヤレス・タグは、指定されたウェイクアップ時間にウェイクアップする。外部局
は、ウェイクアップ時間において１つまたは複数のパッシブ・ワイヤレス・タグに要求を
送信し、これに応答して、１つまたは複数のパッシブ・ワイヤレス・タグは、アドバタイ
ズされる情報を外部局に送信する。
【００１６】
　[0016]第１の実施形態の第５のバリエーション（Ｍｏｄｅ＿１Ｅ）によれば、ワイヤレ
スＡＰは、１つまたは複数のパッシブ・ワイヤレス・タグのためのダウンリンク・ウェイ
クアップ・スケジュールを維持する。外部局は、ウェイクアップ・スケジュールから導出
されない時間において、１つまたは複数のパッシブ・ワイヤレス・タグに要求を送信する
。ワイヤレスＡＰは、外部局が、１つまたは複数のパッシブ・ワイヤレス・タグから送信
された要求に対する応答を受信するかどうかを決定する。送信された要求に対する応答を
外部局が受信しなかったとワイヤレスＡＰが決定した場合、ワイヤレスＡＰは、ワイヤレ
スＡＰにウェイクアップ・スケジュールを送信する。外部局は、その後、１つまたは複数
のパッシブ・ワイヤレス・タグに将来の要求を送信する時間を決定するために、ウェイク
アップ・スケジュールを使用し得る。
【００１７】
　[0017]本開示の第２の実施形態（Ｍｏｄｅ＿２）によれば、１つまたは複数のワイヤレ
ス・タグの各々は、ワイヤレス通信システムに外部局を導入する前にワイヤレス・アクセ
スポイント（ＡＰ）に関連付けられ、ワイヤレス・タグの各々は、アドバタイズされる情
報を送信するために定期的にウェイクアップするアクティブ・デバイスである。
【００１８】
　[0018]第２の実施形態の１つのバリエーションによれば、１つまたは複数のアクティブ
・ワイヤレス・タグの各々は、ワイヤレスＡＰによって定期的に送信されたビーコンに応
答して、アドバタイズされる情報を送信する。このバリエーションでは、外部局は、ビー
コンに応答して、１つまたは複数のアクティブ・ワイヤレス・タグから送信された、アド
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バタイズされる情報を受信する。
【００１９】
　[0019]第２の実施形態の別のバリエーションでは、１つまたは複数のワイヤレス・タグ
の各々は、ワイヤレスＡＰとネゴシエートされた時間に、アドバタイズされる情報を送信
する。ワイヤレスＡＰは、これらネゴシエートされた時間を、外部局と共有する。その後
、外部局は、１つまたは複数のアクティブ・ワイヤレス・タグによって送信されたアドバ
タイズされる情報を受信するために、これらネゴシエートされた時間においてウェイクア
ップする。
【００２０】
　[0020]本開示の第３の実施形態（Ｍｏｄｅ＿３）によれば、ワイヤレス通信システムは
、ワイヤレスＡＰに関連付けられていない１つまたは複数のパッシブ・ワイヤレス・タグ
を含んでいる。
【００２１】
　[0021]第３の実施形態の１つのバリエーション（Ｍｏｄｅ＿３Ａ）では、１つまたは複
数のパッシブ・ワイヤレス・タグは、第１のデューティ・サイクルにおいて、アドバタイ
ズされる情報に関する要求を受信するためにウェイクアップする。外部局は、第１のデュ
ーティ・サイクルを考慮して、これら要求のうちの少なくとも１つが１つまたは複数のパ
ッシブ・ワイヤレス・タグによって受信されることを保証する方式で、一連の要求を送信
する。パッシブ・ワイヤレス・タグは、受信された要求に応答して、アドバタイズされる
情報を送信する。
【００２２】
　[0022]第３の実施形態の別のバリエーション（Ｍｏｄｅ＿３Ｂ）では、パッシブ・ワイ
ヤレス・デバイスの各々は、低電力ウェイクアップ回路を含んでいる。この実施形態では
、外部局は、ウェイクアップ信号を送信し、これは、パッシブ・ワイヤレス・デバイスの
低電力ウェイクアップ回路によって受信され、それによって、パッシブ・ワイヤレス・デ
バイスをウェイクアップさせる。外部局は、その後、アウェイクしたパッシブ・ワイヤレ
ス・デバイスに要求を送信する。パッシブ・ワイヤレス・デバイスはその後、受信された
要求に応答して、アドバタイズされる情報を送信する。
【００２３】
　[0023]本開示の第４の実施形態（Ｍｏｄｅ＿４）によれば、ワイヤレス通信システムは
、ワイヤレスＡＰに関連付けられていない１つまたは複数のアクティブ・ワイヤレス・タ
グを含んでいる。
【００２４】
　[0024]第４の実施形態の１つのバリエーション（Ｍｏｄｅ＿４Ａ）では、１つまたは複
数のアクティブ・ワイヤレス・タグの各々は、アドバタイズされる情報を含む発見パケッ
ト（discovery packets）を定期的に送信するために、第２のデューティ・サイクルによ
りウェイクアップする。外部局は、外部局が発見パケットのうちの少なくとも１つを受信
することを保証するために、第２のデューティ・サイクルを考慮して選択されたインタバ
ルで、第１の複数の時間においてウェイクアップする。
【００２５】
　[0025]第４の実施形態の別のバリエーション（Ｍｏｄｅ＿４Ｂ）では、１つまたは複数
のアクティブ・ワイヤレス・タグの各々は、低電力ウェイクアップ回路を含んでいる。こ
の実施形態では、外部局は、ウェイクアップ信号を送信し、これは、アクティブ・ワイヤ
レス・デバイスの低電力ウェイクアップ回路によって受信され、それによってアクティブ
・ワイヤレス・デバイスをウェイクアップさせる。これに応答して、１つまたは複数のア
クティブ・ワイヤレス・タグは、アドバタイズされる情報を含む発見パケットを外部局に
送信する。
【００２６】
　[0026]ワイヤレス通信システムにおいて動作する方法が記載される。ワイヤレス・アク
セスポイントからの通信が、通信システムにおける１つまたは複数のワイヤレス・タグの
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タグによって受信され得る。タグに関するアドバタイズされる情報は、ワイヤレス通信シ
ステムに対して外部にある局に、タグによってダイレクトに送信され得る。
【００２７】
　[0027]いくつかの実施形態では、通信は、ビーコンであり得る。アドバタイズされる情
報は、ビーコンに応答して送信され得る。ビーコンは、ビーコン内のタグを識別し得る。
【００２８】
　[0028]一例において、省電力ポール（ＰＳ－Ｐｏｌｌ）が、ビーコンに応答して送信さ
れ得る。いくつかの実施形態では、アドバタイズされる情報は、ＰＳ－Ｐｏｌｌに含まれ
得る。一例において、アクノレッジ信号は、ＰＳ－Ｐｏｌｌに応答してワイヤレス・アク
セスポイントから受信され得る。アクノレッジ信号に応答して、アクティブ状態が維持さ
れ得る。アクティブ状態中、局からのプローブ要求が受信され得る。一例において、アド
バタイズされる情報を送信することは、プローブ要求に応答して、アドバタイズされる情
報を送信することを含む。
【００２９】
　[0029]いくつかの実施形態では、ＰＳ－Ｐｏｌｌの送信に続いてアクティブ状態が維持
され得る。アクティブ状態中に、プローブ要求が局から受信され得る。一例において、ア
ドバタイズされる情報を送信することは、プローブ要求に応答して、アドバタイズされる
情報を送信することを含む。
【００３０】
　[0030]いくつかの実施形態では、通信は、デリバリー・トラフィック・インジケーショ
ン・マップ（ＤＴＩＭ）ビーコンであり得る。いくつかのケースでは、ＤＴＩＭビーコン
に応答して、アクティブ状態が維持され得る。アクティブ状態中に、局から要求が受信さ
れ得る。一例において、アドバタイズされる情報を送信することは、要求に応答して、ア
ドバタイズされる情報を送信することを含む。
【００３１】
　[0031]いくつかのケースでは、通信は、ワイヤレス・アクセスポイントを用いてウェイ
クアップ・スケジュールを確立する。要求は、ウェイクアップ・スケジュールから導出さ
れる時間において、局から受信され得る。一例において、アドバタイズされる情報を送信
することは、要求に応答して、アドバタイズされる情報を送信することを含む。
【００３２】
　[0032]いくつかの実施形態では、通信は、ウェイクアップ時間を指定するウェイクアッ
プ要求であり得る。ワイヤレス・タグは、指定されたウェイクアップ時間において、アク
ティブ状態に切り換わり得る。アクティブ状態中に、局から要求が受信され得る。一例に
おいて、アドバタイズされる情報を送信することは、要求に応答して、アドバタイズされ
る情報を送信することを含む。いくつかのケースでは、アドバタイズされる情報を送信す
ることは、指定されたウェイクアップ時間において、アドバタイズされる情報を送信する
ことを含む。
【００３３】
　[0033]ワイヤレス・タグについても記載される。ワイヤレス・タグは、プロセッサと、
プロセッサと電子通信するメモリとを含んでいる。メモリは、命令を具備し得る。これら
命令は、ワイヤレス通信システムにおいてワイヤレス・アクセスポイントから通信を受信
するように、プロセッサによって実行可能であり得る。ワイヤレス通信システムは、ワイ
ヤレス・タグおよびワイヤレス・アクセスポイントを含み得る。これら命令は、ワイヤレ
ス・システムに対して外部にある局に、ワイヤレス・タグに関するアドバタイズされる情
報をダイレクトに送信するように、プロセッサによって実行可能であり得る。
【００３４】
　[0034]装置についても記載される。装置は、タグまたは１つまたは複数のワイヤレス・
タグにおいて、ワイヤレス通信システムにおけるワイヤレス・アクセスポイントからの通
信を受信する手段と、ワイヤレス通信システムに対して外部にある局に、タグに関するア
ドバタイズされる情報をダイレクトに送信する手段と、を含み得る。ワイヤレス通信シス
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テムは、１つまたは複数のワイヤレス・タグおよびワイヤレス・アクセスポイントを含み
得る。
【００３５】
　[0035]アクセスポイントについても記載される。アクセスポイントは、プロセッサと、
プロセッサと電子通信するメモリとを含んでいる。メモリは、命令を具備し得る。これら
命令は、ワイヤレス通信システムに対して外部にある局からの通信を受信することと、少
なくとも１つのワイヤレス・タグに関するアドバタイズされる情報を局にダイレクトに送
信するよう、少なくとも１つのワイヤレス・タグをトリガするために、１つまたは複数の
ワイヤレス・タグのうちの少なくとも１つのワイヤレス・タグに通信を送信することと、
を行うようにプロセッサによって実行可能であり得る。
【００３６】
　[0036]いくつかの実施形態では、少なくとも１つのワイヤレス・タグは、受信された要
求に応答してのみ、アドバタイズされる情報を送信し得る。いくつかの実施形態では、通
信を確立するための命令は、局からの通信を受信することに応答して、少なくとも１つの
ワイヤレス・タグにビーコンを送信するようにプロセッサによって実行可能な命令を備え
る。少なくとも１つのワイヤレス・タグは、ビーコンに応答して、アドバタイズされる情
報を局に送信し得る。一例において、ワイヤレス・アクセスポイントからの通信は、ビー
コンであり得る。
【００３７】
　[0037]いくつかのケースにおいて、アドバタイズされる情報は、少なくとも１つのワイ
ヤレス・タグによって送信される省電力ポール（ＰＳ－Ｐｏｌｌ）にアドバタイズされる
情報を含めることによって、少なくとも１つのワイヤレス・タグから送信され得る。いく
つかの実施形態では、局からの通信は、少なくとも１つのワイヤレス・タグを識別し得、
ビーコンは、通信に応答して、ビーコン内の少なくとも１つのワイヤレス・タグを識別し
得る。
【００３８】
　[0038]１つの実施形態では、これら命令はさらに、少なくとも１つのワイヤレス・タグ
にビーコンを送信するようにプロセッサによって実行可能であり得る。これら命令はまた
、ビーコンを送信後、少なくとも１つのワイヤレス・タグから省電力ポール（ＰＳ－Ｐｏ
ｌｌ）を受信するようにプロセッサによって実行可能であり得る。これら命令はさらに、
ＰＳ－Ｐｏｌｌに応答してアクノレッジメント信号を送信するようにプロセッサによって
実行可能であり得る。局は、アクノレッジ信号に応答して、識別された少なくとも１つの
ワイヤレス・タグに要求を送信し得る。いくつかの実施形態では、少なくとも１つのワイ
ヤレス・タグは、要求に応答して、アドバタイズされる情報を送信し得る。
【００３９】
　[0039]本開示は、以下の記載および図面を考慮すればより完全に理解される。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
【図１】[0040]図１は、本開示の第１のモードの１つのバリエーションによる、ワイヤレ
ス・アクセスポイント（ＡＰ）および関連付けられたパッシブ・ワイヤレス・タグを含む
確立されたワイヤレス・システムへの外部ワイヤレス局（ＳＴＡ）の導入を例示するブロ
ック図である。
【図２】図２は、本開示の第１のモードの１つのバリエーションによる、ワイヤレス・ア
クセスポイント（ＡＰ）および関連付けられたパッシブ・ワイヤレス・タグを含む確立さ
れたワイヤレス・システムへの外部ワイヤレス局（ＳＴＡ）の導入を例示するブロック図
である。
【図３】図３は、本開示の第１のモードの１つのバリエーションによる、ワイヤレス・ア
クセスポイント（ＡＰ）および関連付けられたパッシブ・ワイヤレス・タグを含む確立さ
れたワイヤレス・システムへの外部ワイヤレス局（ＳＴＡ）の導入を例示するブロック図
である。
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【図４】図４は、本開示の第１のモードの１つのバリエーションによる、ワイヤレス・ア
クセスポイント（ＡＰ）および関連付けられたパッシブ・ワイヤレス・タグを含む確立さ
れたワイヤレス・システムへの外部ワイヤレス局（ＳＴＡ）の導入を例示するブロック図
である。
【図５】図５は、本開示の第１のモードの１つのバリエーションによる、ワイヤレス・ア
クセスポイント（ＡＰ）および関連付けられたパッシブ・ワイヤレス・タグを含む確立さ
れたワイヤレス・システムへの外部ワイヤレス局（ＳＴＡ）の導入を例示するブロック図
である。
【図６】図６は、本開示の第１のモードの１つのバリエーションによる、ワイヤレス・ア
クセスポイント（ＡＰ）および関連付けられたパッシブ・ワイヤレス・タグを含む確立さ
れたワイヤレス・システムへの外部ワイヤレス局（ＳＴＡ）の導入を例示するブロック図
である。
【図７】図７は、本開示の第１のモードの１つのバリエーションによる、ワイヤレス・ア
クセスポイント（ＡＰ）および関連付けられたパッシブ・ワイヤレス・タグを含む確立さ
れたワイヤレス・システムへの外部ワイヤレス局（ＳＴＡ）の導入を例示するブロック図
である。
【図８】図８は、本開示の第１のモードの１つのバリエーションによる、ワイヤレス・ア
クセスポイント（ＡＰ）および関連付けられたパッシブ・ワイヤレス・タグを含む確立さ
れたワイヤレス・システムへの外部ワイヤレス局（ＳＴＡ）の導入を例示するブロック図
である。
【図９】[0041]図９は、本開示の第２のモードの１つのバリエーションによる、ワイヤレ
ス（ＡＰ）および関連付けられたアクティブ・ワイヤレス・タグを含む確立されたワイヤ
レス・システムへの外部ワイヤレスＳＴＡの導入を例示するブロック図である。
【図１０】図１０は、本開示の第２のモードの１つのバリエーションによる、ワイヤレス
（ＡＰ）および関連付けられたアクティブ・ワイヤレス・タグを含む確立されたワイヤレ
ス・システムへの外部ワイヤレスＳＴＡの導入を例示するブロック図である。
【図１１】図１１は、本開示の第２のモードの１つのバリエーションによる、ワイヤレス
（ＡＰ）および関連付けられたアクティブ・ワイヤレス・タグを含む確立されたワイヤレ
ス・システムへの外部ワイヤレスＳＴＡの導入を例示するブロック図である。
【図１２】[0042]図１２は、本開示の第３のモードの１つのバリエーションによる、関連
付けられたワイヤレスＡＰの無い１つまたは複数のパッシブ・ワイヤレス・タグを含むワ
イヤレス・システムへの外部ＳＴＡの導入を例示するブロック図である。
【図１３】図１３は、本開示の第３のモードの１つのバリエーションによる、関連付けら
れたワイヤレスＡＰの無い１つまたは複数のパッシブ・ワイヤレス・タグを含むワイヤレ
ス・システムへの外部ＳＴＡの導入を例示するブロック図である。
【図１４】[0043]図１４は、本開示の第４のモードの１つのバリエーションによる、関連
付けられたワイヤレスＡＰの無い１つまたは複数のアクティブ・ワイヤレス・タグを含む
ワイヤレス・システムへの外部ＳＴＡの導入を例示するブロック図である。
【図１５】図１５は、本開示の第４のモードの１つのバリエーションによる、関連付けら
れたワイヤレスＡＰの無い１つまたは複数のアクティブ・ワイヤレス・タグを含むワイヤ
レス・システムへの外部ＳＴＡの導入を例示するブロック図である。
【図１６】[0044]図１６は、本開示による例示的なＡＰを示す図である。
【図１７】[0045]図１７は、本開示による例示的なワイヤレス・タグ、端末、または局を
示す図である。
【図１８】[0046]図１８は、ワイヤレス通信システムにおいて動作する方法の一例を示す
フローチャートである。
【図１９】[0047]図１９は、ワイヤレス通信システムにおいて動作する方法の一例を示す
フローチャートである。
【図２０】[0048]図２０は、ワイヤレス通信システムにおいて動作する方法の一例を示す
フローチャートである。
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【図２１】[0049]図２１は、ワイヤレス通信システムにおいて動作する方法の一例を示す
フローチャートである。
【図２２】[0050]図２２は、１つまたは複数のワイヤレス・タグを含むワイヤレス通信シ
ステムに導入されるようになるための方法の一例を示すフローチャートである。
【詳細な説明】
【００４１】
　[0051]一般に、本開示は、外部ワイヤレス局（ＳＴＡ）が、１つまたは複数のワイヤレ
ス・タグを含む確立されたワイヤレス通信システムを有するエリアに入ること、および、
エネルギー効率の良い方式で１つまたは複数のワイヤレス・タグからアドバタイズされる
情報をダイレクトに受信することを可能にする、４つの動作モードを提供する。本明細書
に記載された実施形態では、確立されたワイヤレス通信システムは、ＩＥＥＥ８０２．１
１仕様に従って動作するワイヤレス・ローカル・エリア・ネットワーク（ＷＬＡＮ）を含
んでいる。しかしながら、本開示はまた、他のプロトコルに従って動作するワイヤレス通
信システムにも適用可能であることが理解される。
【００４２】
　[0052]本開示は、以下のとおり要約され得る、４つの動作モードを含んでいる。第１の
モード（Ｍｏｄｅ＿１）では、外部ＳＴＡは、対応するワイヤレス・アクセスポイント（
ＡＰ）に関連付けられた、１つまたは複数のパッシブ・ワイヤレス・タグを含む、確立さ
れたワイヤレス通信システムに導入される。第２のモード（Ｍｏｄｅ＿２）では、外部Ｓ
ＴＡは、対応するワイヤレスＡＰに関連付けられた、１つまたは複数のパッシブ・ワイヤ
レス・タグを含む、確立されたワイヤレス通信システムに導入される。第３のモード（Ｍ
ｏｄｅ＿３）では、外部ＳＴＡは、ワイヤレスＡＰに関連付けられていない、１つまたは
複数のパッシブ・ワイヤレス・タグを含む確立されたワイヤレス通信システムに導入され
る。第４のモード（Ｍｏｄｅ＿４）では、外部ＳＴＡは、ワイヤレスＡＰに関連付けられ
ていない、１つまたは複数のアクティブ・ワイヤレス・タグを含む、確立されたワイヤレ
ス通信システムに導入される。本開示のさまざまなモードによって、外部ＳＴＡは、エネ
ルギー効率の良い方式で、ワイヤレス・タグとダイレクトに対話（interact）することが
可能となる。
【００４３】
　[0053]以下により詳細に記載されているように、第１モードＭｏｄｅ＿１および第２の
モードＭｏｄｅ＿２では、外部ＳＴＡは、ワイヤレス・タグのための送信スケジュールに
関する情報を取得するか、または、ワイヤレス・タグに送信スケジュールを課すために、
関連付けられたワイヤレスＡＰと対話し得る。
【００４４】
　Ｍｏｄｅ＿１　
　[0054]ここで、第１のモードＭｏｄｅ＿１について、より詳細に説明する。Ｍｏｄｅ＿
１では、１つまたは複数のパッシブ・ワイヤレス・タグがワイヤレスＡＰに関連付けられ
、これらワイヤレス・タグは、ワイヤレスＡＰによってコンタクトされるのを受動的に待
つ。パッシブ・ワイヤレス・タグは、ＩＥＥＥ８０２．１１仕様によって定義される標準
的な省電力メカニズムを実装し得、ここで、パッシブ・ワイヤレス・タグは、ワイヤレス
ＡＰによって定期的に送信されるビーコンをリスンする。パッシブ・ワイヤレス・タグが
ビーコンによってページされた場合、パッシブ・ワイヤレス・タグは、ＰＳ－Ｐｏｌｌフ
レームをワイヤレスＡＰに送信せよとの（バッファされた任意の情報をワイヤレスＡＰが
送信することを要求する）ビーコンを受信した後、ある時間期間、アウェイクし続ける。
ビーコンがデリバリー・トラフィック・インジケーション・メッセージ（ＤＴＩＭ）であ
る場合、データがワイヤレスＡＰからブロードキャストされるのを待つために、ビーコン
後、パッシブ・ワイヤレス・タグのすべてが、アウェイクし続ける。本開示のＭｏｄｅ＿
１は、以下に記載する方式で、パッシブ・ワイヤレス・タグのウェイクアップ時間を同期
化するために、これらのメカニズムを利用する。
【００４５】
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　Ｍｏｄｅ＿１Ａ　
　[0055]以下でＭｏｄｅ＿１Ａと呼ぶ、第１のモードＭｏｄｅ＿１の１つのバリエーショ
ンは、ワイヤレスＡＰと１つまたは複数の関連付けられたパッシブ・ワイヤレス・タグと
を含むワイヤレス通信システムによって実現される、トラフィック・インジケーション・
マップ（ＴＩＭ）ページング・メカニズムを利用する。図１は、Ｍｏｄｅ＿１Ａによる、
ワイヤレスＡＰ　１０５と、関連付けられたパッシブ・ワイヤレス・タグ１１１－１１２
とを含む、確立されたワイヤレス通信システム１００への外部ＳＴＡ　１２０の導入を例
示するブロック図である。外部ＳＴＡ　１２０は、Ｍｏｄｅ＿１Ａの記載された実施形態
において、ワイヤレスＡＰ　１０５に関連付けられる場合も、関連付けられない場合もあ
り得る。図１には、２つのパッシブ・ワイヤレス・タグ１１１－１１２しか示されていな
いが、ワイヤレス・システム１００は、その他の数のパッシブ・ワイヤレス・タグを含み
得ることが理解される。
【００４６】
　[0056]図１によって例示された実施形態では、外部ＳＴＡ　１２０は、ワイヤレスＡＰ
　１０５に要求（ＲＥＱ）１２１を送信する。この要求は、どのワイヤレス・タグが、ま
たはワイヤレス・タグのどのクラスが、外部ＳＴＡ　１２０にとって関心があるものかを
示す。この受信された要求ＲＥＱ　１２１に基づいて、ワイヤレスＡＰ　１０５は、送信
されるＴＩＭ　１２２において対応するビットを設定することによって、関心があるとし
て示されたパッシブ・ワイヤレス・タグをページする。例示された実施形態では、要求信
号ＲＥＱ　１２１は、パッシブ・ワイヤレス・タグ１１１が関心のあるワイヤレス・タグ
であること、および、パッシブ・ワイヤレス・タグ１１２が関心のあるワイヤレス・タグ
ではないことを示す。したがって、送信されたＴＩＭ　１２２は、パッシブ・ワイヤレス
・タグ１１２ではなく、パッシブ・ワイヤレス・タグ１１１を指定（ページ）する。
【００４７】
　[0057]これに応答して、ＴＩＭ　１２２によって指定されたパッシブ・ワイヤレス・タ
グ１１１が、ワイヤレスＡＰ　１０５にＰＳ－Ｐｏｌｌ（またはトリガ・フレーム）１２
３を送信する。従来のＰＳ－Ｐｏｌｌ／トリガ・フレームに典型的に含まれている情報に
加えて、パッシブ・ワイヤレス・タグ１１１によって送信されるＰＳ－Ｐｏｌｌ／トリガ
・フレーム１２３は、パッシブ・ワイヤレス・タグ１１１によってアドバタイズされるべ
き情報（ＡＤ＿ＩＮＦＯ）（例えば、温度、位置、またはその他の測定されたパラメータ
）を含むように修正される。外部ＳＴＡ　１２０は、パッシブ・ワイヤレス・タグ１１１
から送信された、ＰＳ－Ｐｏｌｌ／トリガ・フレーム１２３および関連付けられたＡＤ＿
ＩＮＦＯをリスンする。その結果、外部ＳＴＡ　１２０は、パッシブ・ワイヤレス・タグ
１１１からダイレクトにＡＤ＿ＩＮＦＯを受信する。ワイヤレスＡＰ　１０５は、ＴＩＭ
　１２２が関心のあるパッシブ・ワイヤレス・タグからＡＤ＿ＩＮＦＯを読み出す目的の
ためだけに送信されたことを（受信した要求ＲＥＱ１２１から）認識しているので、ワイ
ヤレスＡＰ　１０５は、この例では、パッシブ・ワイヤレス・タグ１１１によって送信さ
れたＰＳ＿Ｐｏｌｌ／トリガ・フレーム１２３に応答しないことに留意されたい。
【００４８】
　[0058]図１に例示された実施形態の１つのバリエーションでは、外部ＳＴＡ　１２０に
よって提供された要求ＲＥＱ　１２１は、ワイヤレスＡＰ　１０５に、ＰＳ－Ｐｏｌｌ／
トリガ・フレームの代わりに、アドバタイジング・フレームを送信するように特定のクラ
スのワイヤレス・タグを明示的にトリガするＴＩＭ　１２２を送信させる。このバリエー
ションでは、パッシブ・ワイヤレス・タグ１１１は、ＰＳ－Ｐｏｌｌ／トリガ・フレーム
１２３を送信するのではなく、関連付けられたＡＤ＿ＩＮＦＯを含むアドバタイジング・
フレーム１２４を送信する。外部ＳＴＡ　１２０は、アドバタイジング・フレーム１２４
からダイレクトにＡＤ＿ＩＮＦＯを受信する。
【００４９】
　[0059]図２は、Ｍｏｄｅ＿１Ａの代替的な実施形態を例示するブロック図２００であり
、ここでは、パッシブ・ワイヤレス・タグ１１１が、前述されたＡＤ＿ＩＮＦＯを含んで



(14) JP 2016-517660 A 2016.6.16

10

20

30

40

50

いない従来のＰＳ－Ｐｏｌｌ　１２５を送信することによって、ＴＩＭ　１２２に応答す
る。これに応答して、ワイヤレスＡＰ　１０５は、従来のアクノレッジメント（ＡＣＫ）
メッセージ１２６を送信し、送信されるべき「さらなるデータ」が存在することをパッシ
ブ・ワイヤレス・タグ１１１に対して示す。したがって、ＴＩＭ　１２２によって示され
るワイヤレス・タグ（例えば、パッシブ・ワイヤレス・タグ１１１）がアウェイクし続け
、ワイヤレスＡＰ　１０５からの追加のデータの送信を待つ。この時間中、外部ＳＴＡ　
１２０は、特別なプローブ要求１２７をブロードキャストし、これは、（アウェイクした
）パッシブ・ワイヤレス・タグ１１１（および、ＴＩＭ　１２２によって指定されたその
他のパッシブ・ワイヤレス・タグ）によって受信され、ここで、特別なプローブ要求１２
７は、アドバタイズされる情報（ＡＤ＿ＩＮＦＯ）を含む応答を要求する。プローブ要求
１２７を受信することに応答して、パッシブ・ワイヤレス・タグ１１１は、ＡＤ＿ＩＮＦ
Ｏを含む特別なプローブ応答１２８を送信する。これによって、外部ＳＴＡ　１２０は、
特別なプローブ応答１２８からＡＤ＿ＩＮＦＯを受信する。
【００５０】
　[0060]図３は、Ｍｏｄｅ＿１Ａの別の実施形態を例示するブロック図３００であり、こ
こでは、パッシブ・ワイヤレス・タグ１１１が、前述されたＡＤ＿ＩＮＦＯを含んでいな
い従来のＰＳ－Ｐｏｌｌ　１２５を送信することによってＴＩＭ　１２２に応答する。こ
の実施形態では、ワイヤレスＡＰ　１０５は、パッシブ・ワイヤレス・タグ１１１によっ
て送信されたＰＳ－ｐｏｌｌ　１２５に対して応答（すなわち、アクノレッジ）しない。
すなわち、ワイヤレスＡＰ　１０５は、アクノレッジ・メッセージ１２６を送信しない。
代わりに、外部ＳＴＡ　１２０が、ワイヤレスＡＰ　１０５の代わりにＰＳ－ｐｏｌｌ　
１２５に応答する。より具体的には、外部ＳＴＡ　１２０は、図２に関して前述された特
別なプローブ要求１２７をブロードキャストする。これに応答して、パッシブ・ワイヤレ
ス・タグ１１１（および、ＴＩＭ　１２２によって示されたその他任意のパッシブ・ワイ
ヤレス・タグ）は、図２に関して前述された特別なプローブ応答１２８を送信し、これに
よって、外部ＳＴＡ　１２０がパッシブ・ワイヤレス・タグ１１１からＡＤ＿ＩＮＦＯを
ダイレクトに受信できるようにする。
【００５１】
　Ｍｏｄｅ＿１Ｂ　
　[0061]以下でＭｏｄｅ＿１Ｂと呼ぶ、第１のモード（Ｍｏｄｅ＿１）の第２のバリエー
ションは、ワイヤレスＡＰと１つまたは複数の関連付けられたパッシブ・ワイヤレス・タ
グとを含むワイヤレス通信システムによって実施されるデリバリー・トラフィック・イン
ジケーション・マップ（ＤＴＩＭ）ページング・メカニズムを利用する。図４は、Ｍｏｄ
ｅ＿１Ｂによる、ワイヤレスＡＰ　１０５と、関連付けられたパッシブ・ワイヤレス１１
１－１１２とを含む、確立されたワイヤレス・システム４００への、外部ＳＴＡ　１２０
の導入を例示するブロック図である。外部ＳＴＡ　１２０は、Ｍｏｄｅ＿１Ｂの記載され
た実施形態において、ワイヤレスＡＰ　１０５に関連付けられることも、関連付けられな
いこともあり得る。
【００５２】
　[0062]図４によって例示された実施形態では、外部ＳＴＡ　１２０は、ＤＴＩＭ要求（
ＤＴＩＭ＿ＲＥＱ）１２９をワイヤレスＡＰ　１０５に送信する。この要求ＤＴＩＭ＿Ｒ
ＥＱ　１２９は、ワイヤレスＡＰ　１０５に対して、関連付けられたパッシブ・ワイヤレ
ス・タグ１１１－１１２のすべてをウェイクアップさせるように指示する。これに応答し
て、ワイヤレスＡＰ　１０５は、ＤＴＩＭビーコンを送信する時間まで待つが、ワイヤレ
スＡＰ　１０５は、ＤＴＩＭビーコンを送信するように指定された時間においてパッシブ
・ワイヤレス・タグ１１１－１１２にブロードキャストすべき情報を有していない。この
時、ワイヤレスＡＰ　１０５は、関連付けられたパッシブ・ワイヤレス・タグ１１１－１
１２を指定するＤＴＩＭビーコン１３０をブロードキャストする。このＤＴＩＭビーコン
１３０を受信することに応答して、パッシブ・ワイヤレス・タグ１１１－１１２は、ワイ
ヤレスＡＰ　１０５からブロードキャストされたデータを受信することを予想してアウェ
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イクし続けることになる。しかしながら、前述されたように、ワイヤレスＡＰ　１０５は
、この時、パッシブ・ワイヤレス・タグ１１１－１１２に送信するデータを実際には有し
ていない。したがって、ワイヤレスＡＰ　１０５は、外部ＳＴＡ　１２０が、パッシブ・
ワイヤレス・タグ１１１－１１２にブロードキャスト要求（ＢＣＡＳＴ＿ＲＥＱ）１３１
を送信するための時間を残す。１つの実施形態では、ワイヤレスＡＰ　１０５は、オプシ
ョンのトリガ信号（ＴＲＧ）１３２を外部ＳＴＡ　１２０に送信して、外部ＳＴＡ　１２
０に対し、ブロードキャスト要求１３１を送信する時間であることを知らせる（これによ
って、外部ＳＴＡ　１２０が、この時間までスリープ・モードにとどまることを可能にす
る）。パッシブ・ワイヤレス・タグ１１１－１１２の各々は、ブロードキャスト要求１３
１を受信し、それに応答して、ブロードキャスト要求１３１を受信した後の所与の時間に
おいて、対応するリプライ（reply）（ＡＤ＿ＩＮＦＯを含む）を送信する。１つの実施
形態では、パッシブ・ワイヤレス・タグ１１１および１１２は、衝突を回避するために、
時間差で（in a staggered manner）、リプライ１３３および１３４をそれぞれ提供する
。リプライ１３３および１３４は、例えば、パッシブ・ワイヤレス・タグ１１１－１１２
の各々に、パッシブ・ワイヤレス・タグに割り振られたユニークな識別子（ＩＤ）に基づ
いてランダムな時間において応答させることによって、時間差となり得る。
【００５３】
　Ｍｏｄｅ＿１Ｃ　
　[0063]以下でＭｏｄｅ＿１Ｃと呼ぶ、第１のモード（Ｍｏｄｅ＿１）の第３のバリエー
ションは、既存のＩＥＥＥ８０２．１１プロトコルの拡張として現在議論されている、よ
り進歩したスケジューリング・オプションを利用する。図５は、Ｍｏｄｅ＿１Ｃによる、
ワイヤレスＡＰ　１０５と、関連付けられたパッシブ・ワイヤレス・タグ１１１－１１２
とを含む、確立されたワイヤレス・システム５００への、外部ＳＴＡ　１２０の導入を例
示するブロック図である。外部ＳＴＡ　１２０は、Ｍｏｄｅ＿１Ｃの記載された実施形態
においてワイヤレスＡＰ　１０５に関連付けられる。
【００５４】
　[0064]図５は、Ｍｏｄｅ＿１Ｃの実施形態を例示しており、ここでは、パッシブ・ワイ
ヤレス・タグ１１１－１１２の各々が、ワイヤレスＡＰ　１０５を用いてウェイクアップ
・スケジュールを確立し、パッシブ・ワイヤレス・タグ１１１－１１２は、ワイヤレスＡ
Ｐ　１０５からのダウンロード・データを受信するために、確立されたウェイクアップ・
スケジュールにしたがってウェイクアップする。パッシブ・ワイヤレス・タグ１１１－１
１２のウェイクアップ・スケジュールは、図５に例示されるように、ワイヤレスＡＰ　１
０５によって、ウェイクアップ・スケジュール・テーブル１０６に記憶される。この実施
形態では、外部ＳＴＡ　１２０は、先ず、例えば、ＩＥＥＥ８０２．１１仕様（またはそ
の拡張）によって定義された関連付け処理を用いて、ワイヤレスＡＰ　１０５と関連する
。外部ＳＴＡ　１２０はその後、スケジュール要求（Ｓ＿ＲＥＱ）１３５をワイヤレスＡ
Ｐ　１０５に送信し、ここで、このスケジュール要求１３５は、ワイヤレスＡＰ　１０５
に対して、ウェイクアップ・スケジュール・テーブル１０６の詳細を外部ＳＴＡ　１２０
に提供するように指示する。例えば、外部ＳＴＡ　１２０は、パッシブ・ワイヤレス・タ
グ１１１および１１２に関連付けられたウェイクアップ・スケジュール・テーブル１０６
の一部分を要求し得る。これに応答して、ワイヤレスＡＰ　１０５は、ウェイクアップ・
スケジュール・テーブル１０６の要求された一部分を、スケジュール応答（Ｓ＿ＲＥＳ）
１３６の形態で外部ＳＴＡ　１２０に送信する。その結果、外部ＳＴＡ　１２０は、関心
のあるパッシブ・ワイヤレス・タグがアウェイク状態に入ることになる時間を知らされる
。関心のあるパッシブ・ワイヤレス・タグがアウェイク状態にあるときには、外部ＳＴＡ
　１２０は、関心のあるパッシブ・ワイヤレス・タグに、ＡＤ＿ＩＮＦＯ要求（ＡＤ＿Ｉ
ＮＦＯ＿ＲＥＱ）１３７を送信する。これに応答して、関心のあるパッシブ・ワイヤレス
・タグは、所望のＡＤ＿ＩＮＦＯを含むＡＤ＿ＩＮＦＯ応答（ＡＤ＿ＩＮＦＯ＿ＲＥＳ）
を送信する。
【００５５】
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　[0065]したがって、外部ＳＴＡ　１２０は、パッシブ・ワイヤレス・タグ１１１がアク
ティブ状態にあるときには、パッシブ・ワイヤレス・タグ１１１にＡＤ＿ＩＮＦＯ要求１
３７を送信し、これに応答して、パッシブ・ワイヤレス・タグ１１１から対応するＡＤ＿
ＩＮＦＯ応答１３８を受信し得る。
【００５６】
　[0066]パッシブ・ワイヤレス・タグ１１１－１１２の両方が、同時にアクティブ状態に
入るであろうと外部ＳＴＡ　１２０が決定した場合、外部ＳＴＡ　１２０は、パッシブ・
ワイヤレス・タグ１１１および１１２に同時にＡＤ＿ＩＮＦＯ要求１３７をブロードキャ
ストし、それに応答して、パッシブ・ワイヤレス・タグ１１１および１１２からそれぞれ
対応するＡＤ＿ＩＮＦＯ応答１３８および１３９を受信し得る。このケースでは、パッシ
ブ・ワイヤレス・タグ１１１および１１２は、時間差で、対応する応答１３８および１３
９を送信する。
【００５７】
　Ｍｏｄｅ＿１Ｄ　
　[0067]以下でＭｏｄｅ＿１Ｄと呼ぶ、第１のモード（Ｍｏｄｅ＿１）の第４のバリエー
ションは、Ｍｏｄｅ＿１Ｃに類似しているが、外部ＳＴＡ　１２０が、関心のあるパッシ
ブ・ワイヤレス・タグがアウェイク状態にある時間を指定することを可能にする。図６は
、Ｍｏｄｅ＿１Ｄによる、ワイヤレスＡＰ　１０５と、関連付けられたパッシブ・ワイヤ
レス・タグ１１１－１１２とを含む、確立されたワイヤレス・システム６００への外部Ｓ
ＴＡ　１２０の導入を例示するブロック図である。
【００５８】
　[0068]図６に例示されるように、外部ＳＴＡ　１２０は、先ず、ワイヤレスＡＰ　１０
５と関連する。ワイヤレスＡＰ　１０５は、図５に関して前述された方式で、ウェイクア
ップ・スケジュール・テーブル１０６を維持する。ワイヤレスＡＰ　１０５との関連付け
の後、外部ＳＴＡ　１２０は、ウェイクアップ要求（Ｗ＿ＲＥＱ）１４０をワイヤレスＡ
Ｐ　１０５に送信し、ここで、このウェイクアップ要求１４０は、関心のある１つまたは
複数のパッシブ・ワイヤレス・タグを指定し、さらに、これら関心のあるパッシブ・ワイ
ヤレス・タグが外部ＳＴＡ　１２０と通信するためにアウェイクされるべき時間を指定す
る。これに応答して、ワイヤレスＡＰ　１０５は、関心のある指定されたパッシブ・ワイ
ヤレス・タグに、第２のウェイクアップ要求（ＷＵ＿ＲＥＱ）１４１を送信し、このウェ
イクアップ要求１４１は、これらパッシブ・ワイヤレス・タグがアウェイクするべき時間
を指定する。特定の実施形態では、ワイヤレスＡＰ　１０５は、ＤＴＩＭビーコンをブロ
ードキャストした後にウェイクアップ要求１４１を送信し、これによって、関連付けられ
たパッシブ・ワイヤレス・タグ１１１－１１２のすべてが、このウェイクアップ要求１４
１を受信するようになる。別の実施形態では、ワイヤレスＡＰ　１０５は、ウェイクアッ
プ・スケジュール・テーブル１０６の内容に基づいて、関心のあるパッシブ・ワイヤレス
・タグがアウェイクする瞬間に、ウェイクアップ要求１４１を送信する。受信されたウェ
イクアップ要求１４１に応答して、関心のあるパッシブ・ワイヤレス・タグは、その後、
ウェイクアップ要求１４１によって指定された時間にウェイクアップする。
【００５９】
　[0069]１つの実施形態では、外部ＳＴＡ　１２０は、指定されたウェイクアップ時間に
、関心のあるパッシブ・ワイヤレス・タグにＡＤ＿ＩＮＦＯ要求（ＡＤ＿ＩＮＦＯ＿ＲＥ
Ｑ）１４２を送信する。これに応答して、関心のあるパッシブ・ワイヤレス・タグは、所
望のＡＤ＿ＩＮＦＯを含むＡＤ＿ＩＮＦＯ応答（ＡＤ＿ＩＮＦＯ＿ＲＥＳ）を送信する。
【００６０】
　[0070]したがって、外部ＳＴＡ　１２０は、指定されたウェイクアップ時間において、
パッシブ・ワイヤレス・タグ１１１にＡＤ＿ＩＮＦＯ要求１４２を送信し、これに応答し
て、パッシブ・ワイヤレス・タグ１１１から対応するＡＤ＿ＩＮＦＯ応答１４３を受信し
得る。
【００６１】
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　[0071]パッシブ・ワイヤレス・タグ１１１－１１２の両方が指定されたウェイクアップ
時間においてアクティブ状態にあるべきであることを外部ＳＴＡ　１２０が指定する場合
、外部ＳＴＡ　１２０は、ＡＤ＿ＩＮＦＯ要求１４２をパッシブ・ワイヤレス・タグ１１
１および１１２に同時にブロードキャストし、これに応答して、パッシブ・ワイヤレス・
タグ１１１および１１２からそれぞれ対応するＡＤ＿ＩＮＦＯ応答１４３および１４４を
受信し得る。このケースでは、パッシブ・ワイヤレス・タグ１１１および１１２は、前述
された方式で、対応するＡＤ＿ＩＮＦＯ応答１４３および１４４の送信を時間差にする（
stagger）。
【００６２】
　[0072]代替的な実施形態によれば、関心のあるパッシブ・ワイヤレス・タグは、指定さ
れたウェイクアップ時間において、単に、ウェイクアップし、ＡＤ＿ＩＮＦＯ応答を外部
ＳＴＡ１２０に送信する。この実施形態は、前述された方式で、外部ＳＴＡ　１２０がＡ
Ｄ＿ＩＮＦＯ要求（ＡＤ＿ＩＮＦＯ＿ＲＥＱ）１４４を送信する必要性を無くす。
【００６３】
　Ｍｏｄｅ＿１Ｅ　
　[0073]以下でＭｏｄｅ＿１Ｅと呼ぶ、第１のモード（Ｍｏｄｅ＿１）の第５のバリエー
ションは、Ｍｏｄｅ＿１Ｃに類似しているが、ワイヤレスＡＰ　１０５に対して、外部Ｓ
ＴＡ　１２０にウェイクアップ・スケジュール・テーブル１０６を送信することを必ずし
も要求しない。図７は、Ｍｏｄｅ＿１Ｅによる、ワイヤレスＡＰ　１０５と、関連付けら
れたパッシブ・ワイヤレス・タグ１１１－１１２とを含む、確立されたワイヤレス・シス
テム７００への、外部ＳＴＡ　１２０の導入を例示するブロック図である。
【００６４】
　[0074]図７に例示されるように、外部ＳＴＡ　１２０は、先ず、ワイヤレスＡＰ　１０
５と関連する。ワイヤレスＡＰ　１０５は、図５に関して前述された方式でウェイクアッ
プ・スケジュール・テーブル１０６を維持し、ウェイクアップ・スケジュール・テーブル
１０６は、パッシブ・ワイヤレス・タグ１１１－１１２がワイヤレスＡＰ　１０５からダ
ウンリンク・データまたはトリガ・フレームを受信するためにウェイクアップする時間を
追跡する。ワイヤレスＡＰ　１０５との関連付けの後、外部ＳＴＡ　１２０は、関心のあ
るパッシブ・ワイヤレス・タグにアドレスされたＡＤ＿ＩＮＦＯ要求（ＡＤ＿ＩＮＦＯ＿
ＲＥＱ）１４６を、不定の（ランダムな）時間において送信する。この時、外部ＳＴＡ　
１２０は、ウェイクアップ・スケジュール・テーブル１０６から、どの情報も受信してい
ない。外部ＳＴＡ　１２０がＡＤ＿ＩＮＦＯ要求１４６を送信する時にたまたまアウェイ
クする、関心のあるパッシブ・ワイヤレス・タグの任意のものが、パッシブ・ワイヤレス
・タグのＡＤ＿ＩＮＦＯを含むＡＤ＿ＩＮＦＯ応答（例えば、ＡＤ＿ＩＮＦＯ＿ＲＥＳ　
１４７またはＡＤ＿ＩＮＦＯ＿ＲＥＳ　１４８）によって、このＡＤ＿ＩＮＦＯ要求１４
６に応答する。時間差送信は、マルチプルなパッシブ・ワイヤレス・タグ間の衝突を回避
するために使用され得る。
【００６５】
　[0075]ワイヤレスＡＰ　１０５はまた、外部ＳＴＡ　１２０によって送信されたＡＤ＿
ＩＮＦＯ要求１４６を受信し、これに応答して、関心のあるパッシブ・ワイヤレス・タグ
によって送信されたＡＤ＿ＩＮＦＯ応答についてワイヤレス媒体を監視する。関心のある
パッシブ・ワイヤレス・タグの何れも所定の時間期間内にＡＤ＿ＩＮＦＯ応答を送信して
いないとワイヤレスＡＰ　１０５が決定した場合、ワイヤレスＡＰ　１０５は、ウェイク
アップ・スケジュール・テーブル１０６から、関心のあるタグについての予想されるウェ
イクアップ時間スケジュール（Ｓ＿ＩＮＦＯ）１４５を読み出し、これらウェイクアップ
時間スケジュール１４５を外部ＳＴＡ　１２０に送信する。これに応答して、外部ＳＴＡ
　１２０は、受信されたウェイクアップ時間スケジュール１４５に応答して決定された時
間にＡＤ＿ＩＮＦＯ要求１４６を再送信する。例えば、外部ＳＴＡ　１２０は、受信した
ウェイクアップ時間スケジュール１４５から決定された最良の予想されるウェイクアップ
時間または最も早い決定されたウェイクアップ時間において、ＡＤ＿ＩＮＦＯ要求１４６
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を再送信し得る。
【００６６】
　Ｍｏｄｅ＿１Ｆ　
　[0076]以下でＭｏｄｅ＿１Ｆと呼ぶ、第１のモード（Ｍｏｄｅ＿１）の第６のバリエー
ションは、ＩＥＥＥ８０２．１１仕様のジェネリック・アドバタイズメント・サービス（
ＧＡＳ）フレームワーク内で実施される。図８は、Ｍｏｄｅ＿１Ｆによる、ワイヤレスＡ
Ｐ　１０５と、関連付けられたパッシブ・ワイヤレス・タグ１１１－１１２とを含む、確
立されたワイヤレス・システム８００への、外部ＳＴＡ　１２０の導入を例示するブロッ
ク図である。
【００６７】
　[0077]図８に例示されるように、外部ＳＴＡ　１２０は先ず、ワイヤレスＡＰ　１０５
と関連する。ワイヤレスＡＰ　１０５は、図５に関して前述された方式でウェイクアップ
・スケジュール・テーブル１０６を維持し、ここで、ウェイクアップ・スケジュール・テ
ーブル１０６は、パッシブ・ワイヤレス・タグ１１１－１１２が、ワイヤレスＡＰ　１０
５からダウンリンク・データまたはトリガ・フレームを受信するためにウェイクアップす
る時間を追跡する。この実施形態では、外部ＳＴＡ　１２０は、特定のパッシブ・タグま
たはパッシブ・タグのグループにアドレスされたＧＡＳ初期要求（ＧＡＳ＿ＩＮＩＴ＿Ｒ
ＥＱ）１５０を送信する。例示された例では、ＧＡＳ初期要求１５０は、パッシブ・タグ
１１１および１１２にアドレスされる。ワイヤレスＡＰ　１０５は、ＧＡＳ初期要求１５
０を受信し、これに応答して、ウェイクアップ・スケジュール・テーブル１０６にアクセ
スし、ＧＡＳ初期応答（ＧＡＳ＿ＩＮＩＴ＿ＲＥＳ）１５１を生成する。このＧＡＳ初期
応答（ＧＡＳ＿ＩＮＩＴ＿ＲＥＳ）１５１は、アドレスされた各パッシブ・タグのパッシ
ブ・タグ識別子（ＩＤ）と、アドレスされたパッシブ・タグについての対応する次のウェ
イクアップ・インスタンス（または、最も早いウェイクアップ時間）を含む。例示された
例では、ＧＡＳ初期応答１５１は、パッシブ・タグ１１１および１１２のためのパッシブ
・タグＩＤと、パッシブ・タグ１１１および１１２のための次のウェイクアップ・インス
タンス（または、最も早いウェイクアップ時間）を含む。
【００６８】
　[0078]外部ＳＴＡ　１２０は、ＧＡＳ初期応答１５１を受信し、これに応答して、パッ
シブ・タグ１１１の指定された次のウェイクアップ時間以降に、パッシブ・タグ１１１の
パッシブ・タグＩＤにアドレスされた第１のＧＡＳカムバック要求（ＧＡＳ＿ＣＢ＿ＲＥ
Ｑ）１５２を生成する。これに応答して、アドレスされたパッシブ・タグ１１１は、要求
されたＡＤ＿ＩＮＦＯを含む、１つ（または複数）のＧＡＳカムバック応答（ＧＡＳ＿Ｃ
Ｂ＿ＲＥＳ）１５３で応答する。同様に、外部ＳＴＡ　１２０は、パッシブ・タグ１１２
の指定された次のウェイクアップ時間以降に、パッシブ・タグ１１２のパッシブ・タグＩ
Ｄにアドレスされた第２のＧＡＳカムバック要求１５４を生成する。これに応答して、ア
ドレスされたパッシブ・タグ１１２は、要求されたＡＤ＿ＩＮＦＯを含む１つ（または複
数）のＧＡＳカムバック応答１５５で応答する。
【００６９】
　[0079]特定の実施形態では、外部ＳＴＡ　１２０がパッシブ・タグ１１１－１１２から
の情報について問い合わせることが可能となる前に、外部ＳＴＡ　１２０がワイヤレスＡ
Ｐ　１０５に関連付けられねばならないという要件があるのであれば、アドレスされたパ
ッシブ・タグ（例えば、パッシブ・タグ１１１）は、外部ＳＴＡ　１２０からＧＡＳカム
バック要求１５２を受信することに応答して、クエリ要求（Ｑ＿ＲＥＱ）１５６をワイヤ
レスＡＰ　１０５に送信し得る。このケースでは、対応するＧＡＳカムバック応答１５３
を外部ＳＴＡ　１２０に送信する前に、アドレスされたパッシブ・タグ１１１は、ワイヤ
レスＡＰ　１０５からのクエリ・リプライ（query reply）（Ｑ＿ＲＥＰ）１５７（これ
は、外部ＳＴＡ　１２０がワイヤレスＡＰ　１０５に関連付けられていることを示す）を
待つことになる。
【００７０】
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　Ｍｏｄｅ＿２　
　[0080]ここで、第２のモードＭｏｄｅ＿２について、より詳細に説明する。Ｍｏｄｅ＿
２では、アクティブ・ワイヤレス・タグが、ワイヤレスＡＰに関連付けられ、これらアク
ティブ・ワイヤレス・タグは、アドバタイズメント・フレームを定期的に送信する。
【００７１】
　Ｍｏｄｅ＿２Ａ　
　[0081]以下でＭｏｄｅ＿２Ａと呼ぶ、第２のモードＭｏｄｅ＿２の第１のバリエーショ
ンでは、アクティブ・ワイヤレス・タグの各々が、各ビーコンがワイヤレスＡＰによって
送信された後、対応するアドバタイズメント・フレームを送信する。
【００７２】
　[0082]図９は、Ｍｏｄｅ＿２Ａによる、ワイヤレスＡＰ　１０５と、関連付けられたア
クティブ・ワイヤレス・タグ２１１とを含む、確立されたワイヤレス通信システム９００
への、外部ＳＴＡ　１２０の導入を例示するブロック図である。外部ＳＴＡ　１２０は、
Ｍｏｄｅ＿２Ａの記載された実施形態では、ワイヤレスＡＰ　１０５に関連付けられるこ
とも、関連付けられないこともあり得る。図９には、１つのアクティブ・ワイヤレス・タ
グ２１１しか示されていないが、ワイヤレス通信システム２００は、その他の数のアクテ
ィブ・ワイヤレス・タグを含み得ることが理解される。図９の実施形態では、ワイヤレス
ＡＰ　１０５は、（例えば、ＩＥＥＥ８０２．１１仕様に従って）ビーコン信号１６０を
定期的に送信する。送信された各ビーコン信号１６０の後、アクティブ・ワイヤレス・タ
グ２１１は、アクティブ・タグ２１１に関連付けられたアドバタイズされる情報（ＡＤ＿
ＩＮＦＯ）を含む、アドバタイズメント・フレーム（ＡＤ＿ＦＲＡＭＥ）１６１を送信す
る。外部ＳＴＡ　１２０は、単に、各ビーコン信号１６０の後のある時間期間、アドバタ
イズメント・フレーム１６１についてリスンする。この実施形態では、外部ＳＴＡ　１２
０は、先ず、ワイヤレスＡＰ　１０５と関連付けることによって、または、ワイヤレスＡ
Ｐ　１０５がビーコン信号１６０を送信するスケジュールを決定するために必要である限
りリスンすることによって、ビーコン１６０が送信された時間を認識するようになり得る
。
【００７３】
　Ｍｏｄｅ＿２Ｂ　
　[0083]以下でＭｏｄｅ＿２Ｂと呼ぶ、第２のモード（Ｍｏｄｅ＿２）の第２のバリエー
ションでは、ワイヤレスＡＰによって「Ｘ」個のビーコンの各々が送信された後、アクテ
ィブ・ワイヤレス・タグの各々が、対応するアドバタイズメント・フレームを送信する。
ここで、「Ｘ」は、１よりも大きな整数である。例えば、アクティブ・ワイヤレス・タグ
の各々は、ワイヤレスＡＰによって各デリバリー・トラフィック・インジケーション・メ
ッセージ（ＤＴＩＭ）が送信された後、対応するアドバタイズメント・フレームを送信し
得る。
【００７４】
　[0084]図１０は、Ｍｏｄｅ＿２Ｂによる、ワイヤレスＡＰ　１０５と、関連付けられた
アクティブ・ワイヤレス・タグ２１１とを含む、確立されたワイヤレス通信システム１０
００への外部ＳＴＡ　１２０の導入を例示するブロック図である。外部ＳＴＡ　１２０は
、Ｍｏｄｅ＿２Ｂの記載された実施形態において、ワイヤレスＡＰ　１０５に関連付けら
れることも、関連付けられないこともあり得る。図１０には、１つのアクティブ・ワイヤ
レス・タグ２１１しか示されていないが、ワイヤレス通信システム２００は、その他の数
のアクティブ・ワイヤレス・タグを含み得ることが理解される。図１０の実施形態では、
（例えば、ＩＥＥＥ８０２．１１仕様に従って）ワイヤレスＡＰ　１０５が、ＤＴＩＭ　
１６２を定期的に送信する。送信された各ＤＴＩＭ　１６２の後、アクティブ・ワイヤレ
ス・タグ２１１は、アクティブ・ワイヤレス・タグ２１１に関連付けられたアドバタイズ
される情報（ＡＤ＿ＩＮＦＯ）を含むアドバタイズメント・フレーム（ＡＤ＿ＦＲＡＭＥ
）１６１を送信する。外部ＳＴＡ　１２０は、単に、各ＤＴＩＭ　１６２の後のある時間
期間、アドバタイズメント・フレーム１６１についてリスンする。この実施形態では、外
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部ＳＴＡ　１２０は、先ず、ワイヤレスＡＰ　１０５と関連付けることによって、または
、ワイヤレスＡＰ　１０５がＤＴＩＭ　１６２を送信するスケジュールを決定するために
必要である限りリスンすることによって、ＤＴＩＭ　１６２が送信された時間を認識する
ようになり得る。
【００７５】
　Ｍｏｄｅ＿２Ｃ　
　[0085]以下でＭｏｄｅ＿２Ｃと呼ぶ、第２のモード（Ｍｏｄｅ＿２）の第３のバリエー
ションでは、アクティブ・ワイヤレス・タグの各々が、ネゴシエートされたスケジュール
を通じてワイヤレスＡＰと一致した特定の時間において、対応するアドバタイズメント・
フレームを送信する。
【００７６】
　[0086]図１１は、Ｍｏｄｅ＿２Ｃによる、ワイヤレスＡＰ　１０５と、関連付けられた
アクティブ・ワイヤレス・タグ２１１とを含む、確立されたワイヤレス通信システム１１
００への外部ＳＴＡ　１２０への導入を例示するブロック図である。ワイヤレスＡＰ　１
０５およびアクティブ・タグ２１１は、先ず、スケジュール２０６をネゴシエートし、こ
れは、アクティブ・タグ２１１がワイヤレスＡＰ　１０５にアドバタイズメント・フレー
ム（アドバタイズされる情報（ＡＤ＿ＩＮＦＯ）を含む）を送信することになる特定の時
間を指定する。ワイヤレスＡＰ　１０５は、内部メモリにこのスケジュール２０６を記憶
する。
【００７７】
　[0087]外部ＳＴＡ　１２０は、先ず、例えば、ＩＥＥＥ８０２．１１仕様（またはその
拡張）によって定義された関連付け処理を用いて、ワイヤレスＡＰ　１０５と関連する。
外部ＳＴＡ　１２０は、その後、スケジュール要求（Ｓ＿ＲＥＱ）１６５をワイヤレスＡ
Ｐ　１０５に送信し、ここで、このスケジュール要求１６５は、ワイヤレスＡＰ　１０５
に対して、外部ＳＴＡ　１２０にスケジュール２０６を提供するように指示する。これに
応答して、ワイヤレスＡＰ　１０５は、スケジュール応答（Ｓ＿ＲＥＳ）１６６の形態で
、スケジュール２０６を外部ＳＴＡ　１２０に送信する。その結果、外部ＳＴＡ　１２０
は、アクティブ・ワイヤレス・タグ２１１（およびその他任意の関連付けられたアクティ
ブ・ワイヤレス・タグ）がアドバタイズメント・フレーム１６７（アドバタイズされる情
報ＡＤ＿ＩＮＦＯを含む）を送信することになる時間を通知される。外部ＳＴＡ　１２０
は単に、その後、ネゴシエートされたスケジュール２０６によって指定された時間におい
てウェイクアップし、アクティブ・タグ２１１（および／または、スケジュール２０６に
よって指定された関心のあるその他任意のアクティブ・タグ）からアドバタイズメント・
フレーム１６７を受信するためにリスンする。
【００７８】
　Ｍｏｄｅ＿３　
　[0088]ここで、第３のモード（Ｍｏｄｅ＿３）についで、より詳細に説明する。Ｍｏｄ
ｅ＿３では、システムのパッシブ・ワイヤレス・タグが、ワイヤレスＡＰに関連付けられ
ていない。
【００７９】
　Ｍｏｄｅ＿３Ａ　
　[0089]以下でＭｏｄｅ＿３Ａと呼ぶ、第３のモード（Ｍｏｄｅ＿３）の第１のバリエー
ションでは、１つまたは複数のパッシブ・ワイヤレス・タグが、既知のデューティ・サイ
クルでアウェイクされる。
【００８０】
　[0090]図１２は、１つまたは複数のパッシブ・ワイヤレス・タグ（パッシブ・ワイヤレ
ス・タグ１１１を含む）を含むワイヤレス通信システム１２００への外部ＳＴＡ　１２０
の導入を例示するブロック図である。パッシブ・タグ１１１は、外部ＳＴＡ　１２０のよ
うな他のワイヤレス・デバイスからアドバタイジング情報要求を受信するために、所定の
デューティ・サイクルＤ１で定期的にウェイクアップする。外部ＳＴＡ　１２０は、（例
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えば、対応する仕様または規格によって）パッシブ・ワイヤレス・タグ１１１のデューテ
ィ・サイクルＤ１を認識し、それに応答して、これらＡＤ＿ＩＮＦＯ要求１７１のうちの
少なくとも１つが、（既知のデューティ・サイクルＤ１を考慮して）パッシブ・ワイヤレ
ス・タグ１１１によって受信されたことを保証する方式で、一連のアドバタイジング情報
要求（ＡＤ＿ＩＮＦＯ要求）１７１を送信する。ＡＤ＿ＩＮＦＯ要求１７１のうちの１つ
を受信すると、パッシブ・タグ１１１は、アドバタイズメント・フレーム１７２（要求さ
れたＡＤ＿ＩＮＦＯを含む）を外部ＳＴＡ　１２０に送信する。
【００８１】
　Ｍｏｄｅ＿３Ｂ　
　[0091]以下でＭｏｄｅ＿３Ｂと呼ぶ、第３のモード（Ｍｏｄｅ＿３）の第２のバリエー
ションでは、１つまたは複数のパッシブ・ワイヤレス・タグに、低電力ウェイクアップ回
路が備えられる。
【００８２】
　[0092]図１３は、各々が低電力ウェイクアップ回路を含む１つまたは複数のパッシブ・
ワイヤレス・タグ（パッシブ・ワイヤレス・タグ１１１を含む）を含むワイヤレス通信シ
ステム１３００への外部ＳＴＡ　１２０の導入を例示するブロック図である。図１３に例
示されるように、パッシブ・ワイヤレス・タグ１１１は、低電力ウェイクアップ回路１７
５を含んでいる。外部ＳＴＡ　１２０は先ず、低電力ウェイクアップ信号１７６を送信す
る。この低電力ウェイクアップ信号１７６を受信すると、低電力ウェイクアップ回路１７
５は、パッシブ・タグ１１１を、スリープ・モードからアウェイク・モードに遷移させる
。低電力ウェイクアップ回路を有するシステム１３００におけるその他のパッシブ・ワイ
ヤレス・タグもまた、この時に、スリープ・モードからアウェイク・モードに遷移するこ
とになることに注目されたい。外部ＳＴＡ　１２０は、その後、ＡＤ＿ＩＮＦＯ要求フレ
ーム（ＡＤ＿ＩＮＦＯ＿ＲＥＱ）１７７を送信する。これは、アウェイクしているパッシ
ブ・タグ１１１（ならびにウェイクアップ信号１７６によってアウェイクされたその他任
意のパッシブ・タグ）によって受信される。これに応答して、パッシブ・タグ１１１は、
（同じＡＤ＿ＩＮＦＯ＿ＲＥＱフレーム１７７に応答して他のパッシブ・タグによって送
信されたその他のアドバタイズメント・フレームとの衝突を回避するために）ランダムな
遅延を伴って、アドバタイズメント・フレーム１７８（要求されたＡＤ＿ＩＮＦＯを含む
）を外部ＳＴＡ　１２０に送信する。
【００８３】
　Ｍｏｄｅ＿４　
　[0093]ここで、第４のモード（Ｍｏｄｅ＿４）について、以下でより詳細に説明する。
Ｍｏｄｅ＿４では、システムのアクティブ・ワイヤレス・タグは、ワイヤレスＡＰに関連
付けられていない。
【００８４】
　Ｍｏｄｅ＿４Ａ　
　[0094]以下でＭｏｄｅ＿４Ａと呼ぶ、第４のモード（Ｍｏｄｅ＿４）の第１のバリエー
ションでは、１つまたは複数のアクティブ・ワイヤレス・タグが、既知のデューティ・サ
イクルで、発見パケット（アドバタイズされる情報ＡＤ＿ＩＮＦＯを含む）を送信する。
【００８５】
　[0095]図１４は、対応するＡＤ＿ＩＮＦＯを含む一連の発見パケット１８０を送信する
ために、既知のデューティ・サイクルＤ２でアウェイクする、１つまたは複数のアクティ
ブ・ワイヤレス・タグ（アクティブ・ワイヤレス・タグ２１１を含む）を含むワイヤレス
通信システム１４００への外部ＳＴＡ　１２０の導入を例示するブロック図である。外部
ＳＴＡ　１２０は、（例えば、対応する仕様または規格によって）システム１４００のア
クティブ・ワイヤレス・タグのデューティ・サイクルＤ２を認識しており、（既知のデュ
ーティ・サイクルＤ２を考慮して、）アクティブ・タグ２１１によって送信された発見パ
ケット１８０のうちの少なくとも１つが受信されることを保証するために選択されたイン
タバルでウェイクアップする。発見パケット１８０のうちの１つを受信すると、外部ＳＴ
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Ａ　１２０は、将来の発見パケット１８０がアクティブ・タグ２１１によっていつ送信さ
れるのかを決定することができる。この情報を用いて、外部ＳＴＡ　１２０は、アクティ
ブ・ワイヤレス・タグ２１１によって送信された将来の発見パケット１８０を受信するた
めに（あるいは、アクティブ・ワイヤレス・タグ２１１とダイレクトに通信するために）
ウェイクアップすることが可能である。
【００８６】
　Ｍｏｄｅ＿４Ｂ　
　[0096]以下でＭｏｄｅ＿４Ｂと呼ぶ、第４のモード（Ｍｏｄｅ＿４）の第２のバリエー
ションでは、１つまたは複数のアクティブ・ワイヤレス・タグに、低電力ウェイクアップ
回路が備えられる。
【００８７】
　[0097]図１５は、各々が低電力ウェイクアップ回路を含んでいる１つまたは複数のアク
ティブ・ワイヤレス・タグ（アクティブ・ワイヤレス・タグ２１１を含む）を含むワイヤ
レス通信システム１５００への外部ＳＴＡ　１２０の導入を例示するブロック図である。
図１５によって例示されるように、アクティブ・タグ２１１は、低電力ウェイクアップ回
路１８５を含んでいる。外部ＳＴＡ　１２０は先ず、低電力ウェイクアップ信号１８６を
送信する。この低電力ウェイクアップ信号１８６を受信すると、低電力ウェイクアップ回
路１８５は、アクティブ・タグ２１１を、スリープ・モードからアウェイク・モードに遷
移させる。低電力ウェイクアップ回路を有するその他のアクティブ・タグも、この時、ス
リープ・モードからアウェイク・モードへと遷移することに注目されたい。アウェイクし
たアクティブ・タグの各々が、ランダムな期間後に発見パケット（関連付けられたＡＤ＿
ＩＮＦＯを含む）を送信し、これによって、衝突を回避する。例えば、アクティブ・タグ
２１１は、ウェイクアップ信号１８６が受信されることに応答して、ランダムな遅延を伴
って発見パケット１８７（関連付けられたＡＤ＿ＩＮＦＯを含む）を送信する。外部ＳＴ
Ａ　１２０は、アクティブ・タグ２１１によって送信された発見パケット１８７を含む、
送信された発見パケットの各々を受信する。発見パケット１８７を受信すると、外部ＳＴ
Ａ　１２０は、将来の発見パケット１８７がアクティブ・ワイヤレス・タグ２１１によっ
ていつ送信されるのかを決定することができる。この情報を用いて、外部ＳＴＡ　１２０
は、アクティブ・ワイヤレス・タグ２１１によって送信された将来の発見パケット１８７
を受信するために（または、そうではない場合には、アクティブ・ワイヤレス・タグ２１
１とダイレクトに通信するために）ウェイクアップすることができる。
【００８８】
　[0098]図１６は、本開示によるＡＰ　１０５－ａの一例を示す図１６００を示す。いく
つかの実施形態では、ＡＰ　１０５－ａは、図１、２、３、４、５、６、７、８、９、１
０、および／または１１のＡＰ　１０５の一例であり得る。ＡＰ　１０５－ａは、図１、
２、３、４、５、６、７、８、９、１０、および／または１１に関して前述された特徴お
よび機能のうちの少なくともいくつかを実施するように構成され得る。ＡＰ　１０５－ａ
は、プロセッサ１６１０、メモリ１６２０、トランシーバ１６４０、およびアンテナ１６
５０を含み得る。ＡＰ　１０５－ａはまた、通信マネジャ１６３０および通信確立モジュ
ールを含み得る。これら構成要素の各々は、１つまたは複数のバス１６１５を介して、ダ
イレクトまたは非ダイレクトに、互いに通信し得る。
【００８９】
　[0099]メモリ１６２０はＲＡＭおよびＲＯＭを含み得る。メモリ１６２０はまた、実行
されたときに、プロセッサ１６１０に、外部ワイヤレス局をワイヤレス通信システムに導
入するために本明細書に記載されたさまざまな機能を実行させるように構成された命令を
含むコンピュータ読取可能な、コンピュータ実行可能なソフトウェア（ＳＷ）コード１６
２５をも記憶し得る。あるいは、ソフトウェア・コード１６２５は、例えば、コンパイル
され実行された場合に、プロセッサ１６１０によってダイレクトに実行可能ではないが、
コンピュータに対して、本明細書に記載された機能を実行させるように構成され得る。
【００９０】
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　[0100]プロセッサ１６１０は、例えば、ＣＰＵ、マイクロコントローラ、ＡＳＩＣ等の
ようなインテリジェント・ハードウェア・デバイスを含み得る。プロセッサ１６１０は、
トランシーバ１６４０および／または通信マネジャ１６３０を介して受信された情報を処
理し得る。プロセッサ１６１０はまた、アンテナ１６５０を介した送信のためにトランシ
ーバ１６４０に送られるべき情報や、通信マネジャ１６３０に送られるべき情報を処理し
得る。プロセッサ１６１０は、単独でまたはＡＰ　１０５－ａの別の構成要素と連携して
、ビーコン信号を送信し、ワイヤレス・システムに対して外部にある局と、少なくとも１
つのワイヤレス・タグとの間の通信を確立するさまざまな態様を取り扱い得る。いくつか
の実施形態では、プロセッサ１６１０は、通信確立モジュール１６３５の１つまたは複数
の態様を実施し得る。
【００９１】
　[0101]トランシーバ１６４０は、パケットを変調し、変調されたパケットを、送信のた
めにアンテナ１６５０に提供し、アンテナ１６５０から受信したパケットを復調するよう
に構成されたモデムを含み得る。トランシーバ１６４０は、１つまたは複数の送信機１６
４２、および１つまたは複数の個別の受信機１６４４として実現され得る。トランシーバ
１６４０は、アンテナ１６５０を介して、１つまたは複数の関連付けられた局、および／
またはタグ１１１と、双方向的に通信するように構成され得る。ＡＰ　１０５－ａは、複
数のアンテナ１６５０を含み得る。ＡＰ　１０５－ａは、トランシーバ１６４０を用いて
１つまたは複数のタグ（例えば、パッシブ・タグ１１１、１１２、アクティブ・タグ２１
１、外部ＳＴＡ　１２０等）と通信し得る。
【００９２】
　[0102]図１６のアーキテクチャによれば、ＡＰ　１０５－ａはさらに、通信管理モジュ
ール１６３０および通信確立モジュール１６３５を含み得る。通信管理モジュール１６３
０は、ＡＰ　１０５－ａと、１つまたは複数のタグと、の間の通信を確立および管理し得
る。いくつかのケースでは、通信管理モジュール１６２０が、１つまたは複数のタグ（例
えば、パッシブ・タグ１１１、１１２、アクティブ・タグ２１１、外部ＳＴＡ　１２０）
と関連し、この関連を管理し得る。通信確立モジュール１６３５は、１つまたは複数のタ
グ間の通信の確立を容易にし得る。例えば、通信確立モジュール１６３５は、図１、２、
３、４、５、６、７、８、９、１０、および／または１１に関して記載されているように
、外部ＳＴＡ　１２０と、関連付けられたタグ（例えば、パッシブ・タグ１１１、１１２
、アクティブ・タグ２１１）と、の間の通信の確立を容易にし得る。通信管理モジュール
１６３０および／または通信確立モジュール１６３５は、バスまたはバス１６１５を介し
たＡＰ　１０５－ａの他の構成要素のいくつかまたはすべてと通信し得る。あるいは、通
信マネジャ１６３０の機能が、トランシーバ１６４０の構成要素として、コンピュータ・
プログラム製品として、および／または、プロセッサ１６１０の１つまたは複数のコント
ローラ要素として実現され得る。
【００９３】
　[0103]図１７は、本開示によるタグ１７０５の一例を示す図１７００を示す。タグ１７
０５は、図１、２、３、４、５、６、７、８、１２、および／または１３に記載されるよ
うなパッシブ・タグ１１１、図１、２、３、４、５、６、７、および／または８に記載さ
れるようなパッシブ・タグ１１２、図９、１０、１１、１４、および／または１５に記載
されるようなアクティブ・タグ２１１、および／または、図１、２、３、４、５、６、７
、８、９、１０、１１、１２、１３、１４、および／または１５に記載されるような外部
ＳＴＡ　１２０の例であり得る。一例において、タグ１７０５（例えば、パッシブ・タグ
１１１、１１２、アクティブ・タグ２１１、および／または、外部ＳＴＡ　１２０）は、
ワイヤレス通信システムの一部であり得る。別の例において、タグ１７０５は、ワイヤレ
ス通信システムに導入されていることがあり得る。タグ１７０５は、その他のさまざまな
構成要素を有し得、パーソナル・コンピュータ（例えば、ラップトップ・コンピュータ、
ネットブック・コンピュータ、タブレット・コンピュータ等）、セルラ電話、ＰＤＡ、デ
ジタル・ビデオ・レコーダ（ＤＶＲ）、インターネット機器、ゲーム・コンソール、ｅリ
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ーダ等に含まれ得るか、またはそれらの一部であり得る。タグ１７０５は、モバイル動作
を容易にするために、小型バッテリのような内部電源（図示せず）を有し得る。タグ１７
０５は、図１－１５に関して前述された特徴および機能のうちの少なくともいくつかを実
施するように構成され得る。
【００９４】
　[0104]タグ１７０５は、プロセッサ１７１０、メモリ１７２０、トランシーバ１７４０
、アンテナ１７５０、状態モジュール１７６０、通信管理モジュール１７３０、および発
見モジュール１７３５を含み得る。これら構成要素の各々は、１つまたは複数のバス１７
１５を介して、ダイレクトまたは非ダイレクトに、互いに通信し得る。
【００９５】
　[0105]メモリ１７２０は、ランダム・アクセス・メモリ（ＲＡＭ）および読取専用メモ
リ（ＲＯＭ）を含み得る。メモリ１７２０は、実行されたときに、プロセッサ１７１０に
対して、本明細書に記載されたさまざまな機能を実行させるように構成された命令を含む
コンピュータ読取可能、コンピュータ実行可能なソフトウェア（ＳＷ）コード１７２５を
記憶し得る。あるいは、ソフトウェア・コード１７２５は、プロセッサ１７１０によって
ダイレクトに実行可能ではないが、（例えば、コンパイルされ実行されたときに、）コン
ピュータに、本明細書に記載された機能を実行させるように構成され得る。
【００９６】
　[0106]プロセッサ１７１０は、例えば、中央処理装置（ＣＰＵ）、マイクロコントロー
ラ、ＡＳＩＣ等のようなインテリジェント・ハードウェア・デバイスを含み得る。プロセ
ッサ１７１０は、トランシーバ６４０を介して受信された情報を処理し得る。プロセッサ
１７１０は、アンテナ１７５０を介した送信のためにトランシーバ１７４０に送られるべ
き情報を処理し得る。プロセッサ１７１０は、単独で、または、通信管理モジュール１７
３０および／または発見モジュール１７３５と連携して、ワイヤレス通信システムに局２
１０を導入するさまざまな態様を取り扱い得る。
【００９７】
　[0107]トランシーバ１７４０は、アクセスポイント（例えば、ワイヤ・アクセスポイン
ト１０５）、および／または、その他のタグ（例えば、パッシブ・タグ１１１、１１２、
アクティブ・タグ２１１、外部ＳＴＡ　１２０）と双方向的に通信するように構成され得
る。トランシーバ１７４０は、１つまたは複数の送信機１７４２、および１つまたは複数
の個別の受信機１７４４として実現され得る。トランシーバ１７４０は、ＷＬＡＮまたは
Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）ネットワークとの通信をサポートし得る。トランシーバ１７４０
は、パケットを変調し、変調されたパケットを、送信のためにアンテナ１７５０に提供し
、アンテナ１７５０から受信したパケットを復調するように構成されたモデムを含み得る
。
【００９８】
　[0108]図１７のアーキテクチャによれば、タグ１７０５はさらに、通信管理モジュール
１７３０、発見モジュール１７３５、および状態モジュール１７６０を含み得る。通信管
理モジュール１７３０は、タグ１７０５とその他のタグとの間、および／または、タグ１
７０５とＡＰ（例えばＡＰ　１０５）との間の通信を確立および管理し得る。一例におい
て、通信管理モジュール１７３０は、タグ１７０５をＡＰに関連付け得る。発見モジュー
ル１７３５は、タグ１７０５が、他のタグに関するアドバタイズされる情報を発見するこ
とを可能にし得るか、および／または、タグ１７０５が、他のタグに発見される（例えば
、タグ１７０５に関するアドバタイズされる情報を提供する）ことを可能にし得る。例え
ば、発見モジュール１７３５は、図１－１５に記載されているような様々なモード（例え
ば、Ｍｏｄｅ＿１、Ｍｏｄｅ＿２、Ｍｏｄｅ＿３、および／または、Ｍｏｄｅ＿４）およ
びモードのバリエーションに従って、タグ１７０５が、ワイヤレス通信システムに導入さ
れること、および／または、ワイヤレス通信システムに対して外部にあるタグによって発
見されることを可能にし得る。発見モジュール１７３５は、タグ１７０５のその他の構成
要素のうちのいくつかまたはすべてと、１つまたは複数のバス１７１５を介して通信する
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タグ１７０５の構成要素であり得る。あるいは、発見モジュール１７３５の機能は、トラ
ンシーバ１７４０の構成要素として、コンピュータ・プログラム製品として、および／ま
たは、プロセッサ１７１０の１つまたは複数のコントローラ要素として実現され得る。
【００９９】
　[0109]状態モジュール１７６０は、現在のデバイス状態（例えば、アクティブ状態、ス
リープ状態）を反映および制御し得る。本明細書に記載されているように、状態モジュー
ル１７６０は、電力を節約するために、状態間の切り換えを行い得る。いくつかのケース
では、状態モジュール１７６０は、スケジュールに基づいて、および／または、トランシ
ーバ１７４０を介して受信された信号またはメッセージに基づいて、状態間の切り換えを
行い得る。
【０１００】
　[0110]図１８は、ワイヤレス通信システムにおける動作のための方法１８００の一例を
示すフローチャートである。１つの構成では、方法１８００は、図１、２、３、４、５、
６、７、８、９、１０、１１、および／または１６に例示されたＡＰ　１０５のようなＡ
Ｐによって実施され得る。方法１８００は、特に、図１６の通信確立モジュール１６３５
によって実施され得る。
【０１０１】
　[0111]ブロック１８０５では、通信が、ワイヤレス通信システムに対して外部にある局
から受信され得る。一例において、局は、ワイヤレス通信システムに参加することを試み
得る。例えば、局は、ワイヤレス通信システム（例えば、１つまたは複数のタグのシステ
ム）への局の導入を容易にするためにワイヤレス・アクセスポイントを使用し得る。
【０１０２】
　[0112]ブロック１８１０では、１つまたは複数のワイヤレス・タグのうちの少なくとも
１つと局との間で通信が確立され得る。例えば、通信は、図１、２、３、４、５、６、７
、８、９、１０、１１、１２、１３、１４、および／または１５に関して本明細書に記載
されているようなモードのバリエーションを含むモード（例えばＭｏｄｅ＿１、Ｍｏｄｅ
＿２、Ｍｏｄｅ＿３、Ｍｏｄｅ＿４）のうちの何れかを用いて確立され得る。
【０１０３】
　[0113]したがって、方法１８００は、ワイヤレス通信システムに対して外部にある局の
、通信システム内の１つまたは複数のタグへの導入を容易にし得る。方法１８００は、単
なる１つの実装形態であり、方法１８００の動作は、再構成され得るか、または、他の実
施が可能になるように他の何らかの形で修正され得ることに留意すべきである。
【０１０４】
　[0114]図１９は、ワイヤレス通信システムにおける動作のための方法１９００の一例を
示すフローチャートである。１つの構成では、方法１９００は、図１、２、３、４、５、
６、７、８、９、１０、１１、および／または１６に例示されたＡＰ　１０５のようなＡ
Ｐによって実施され得る。方法１９００は、特に、図１６の通信確立モジュール１６３５
によって実施され得る。
【０１０５】
　[0115]ブロック１９０５では、局と少なくとも１つのタグとの間の通信を確立する前に
、１つまたは複数のワイヤレス・タグの各々が、ワイヤレス・アクセスポイントに関連付
けられ得る。
【０１０６】
　[0116]ブロック１９１０では、通信が、ワイヤレス通信システムに対して外部にある局
から受信され得る。
【０１０７】
　[0117]ブロック１９１５では、１つまたは複数のワイヤレス・タグのうちの少なくとも
１つと局との間で通信が確立され得る。
【０１０８】
　[0118]ブロック１９２０では、少なくとも１つのワイヤレス・タグが、受信された要求
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に応答してのみ、アドバタイズされる情報を送信し得る。
【０１０９】
　[0119]したがって、方法１９００は、ワイヤレス通信システムに対して外部にある局の
、通信システム内の１つまたは複数のタグへの導入を容易にし得る。方法１９００は、単
なる１つの実装形態であり、方法１９００の動作は、再構成され得るか、または、他の実
施が可能になるように他の何らかの形で修正され得ることに留意すべきである。
【０１１０】
　[0120]図２０は、ワイヤレス通信システムにおける動作のための方法２０００の一例を
示すフローチャートである。１つの構成では、方法２０００は、図１、２、３、４、５、
６、７、８、９、１０、１１、１２、１３、１４、１５、および／または１７において例
示されたアクティブ・タグ２１１および／またはパッシブ・タグ１１１のようなタグによ
って実施され得る。方法２０００は、特に、図１７の発見モジュール１７３５によって実
施され得る。
【０１１１】
　[0121]ブロック２００５では、通信が、ワイヤレス・アクセスポイントから受信され得
る。通信の例は、ビーコン、トラフィック・インジケーション・マップ（ＴＩＰ）、デリ
バリー・トラフィック・インジケーション・メッセージ（ＤＴＩＭ）、関連付けメッセー
ジ、ウェイクアップ・ユニット要求、アドバタイズされる情報要求等を含む。
【０１１２】
　[0122]ブロック２０１０では、タグに関するアドバタイズされる情報が、局にダイレク
トに送信され得る。例えば、タグに関するアドバタイズされる情報は、図１、２、３、４
、５、６、７、８、９、１０、１１、１２、１３、１４、および／または１５に関して本
明細書に記載されているようなモードのバリエーションを含むモード（例えば、Ｍｏｄｅ
＿１、Ｍｏｄｅ＿２、Ｍｏｄｅ＿３、Ｍｏｄｅ＿４）の何れかを用いて局にダイレクトに
送信され得る。
【０１１３】
　[0123]したがって、方法２０００は、確立されたワイヤレス通信システムに外部局（例
えば、ＳＴＡ　１２０）が導入されることを可能にし得る。方法２０００は、単なる１つ
の実装形態であり、方法２０００の動作は、再構成され得るか、または、他の実施が可能
になるように他の何らかの形で修正され得ることに留意すべきである。
【０１１４】
　[0124]図２１は、ワイヤレス通信システムにおける動作のための方法２１００の一例を
示すフローチャートである。１つの構成では、方法２１００は、図１、２、３、４、５、
６、７、８、９、１０、１１、１２、１３、１４、１５、および／または１７において例
示されたアクティブ・タグ２１１および／またはパッシブ・タグ１１１のようなタグによ
って実施され得る。方法２０００は、特に、図１７の発見モジュール１７３５によって実
施され得る。
【０１１５】
　[0125]ブロック２１０５では、通信が、ワイヤレス・アクセスポイントから受信され得
る。
【０１１６】
　[0126]ブロック２１１０では、この通信の受信に続いて、アクティブ状態が維持され得
る。
【０１１７】
　[0127]ブロック２１１５では、アクティブ状態中に、ワイヤレス通信システムに対して
外部にある局からの要求が、受信され得る。
【０１１８】
　[0128]ブロック２１２０では、この要求に応答して、タグに関するアドバタイズされる
情報が、局にダイレクトに送信され得る。
【０１１９】
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　[0129]したがって、方法２１００は、確立されたワイヤレス通信システムに外部局（例
えば、ＳＴＡ　１２０）が導入されることを可能にし得る。方法２１００は、単なる１つ
の実施であり、方法２１００の動作は、再構成され得るか、または、他の実施が可能にな
るように他の何らかの形で修正され得ることに留意すべきである。
【０１２０】
　[0130]図２２は、１つまたは複数のワイヤレス・タグを含むワイヤレス通信システムに
導入されるための方法２２００の一例を示すフローチャートである。１つの構成では、方
法２２００は、図１、２、３、４、５、６、７、８、９、１０、１１、１２、１３、１４
、１５、および／または１７に例示されたような外部ＳＴＡ　１２０のようなタグによっ
て実施され得る。方法２２００は、特に、図１７の発見モジュール１７３５によって実施
され得る。
【０１２１】
　[0131]ブロック２２０５では、ワイヤレス通信システムに対して外部にある局が、ワイ
ヤレス・アクセスポイントに通信を送信し得る。この局は、ワイヤレス・アクセスポイン
トに関連付けられることも、関連付けられないこともあり得る。
【０１２２】
　[0132]ブロック２１１０では、この局は、少なくとも１つのワイヤレス・タグから少な
くとも１つのワイヤレス・タグに関する情報をダイレクトに受信し得る。この局は、ワイ
ヤレス・アクセスポイントからのビーコンに応答して、アドバタイズされる情報を受信し
得る。
【０１２３】
　[0133]したがって、方法１８００、１９００、２０００、２１００および２２００は、
ワイヤレス通信のための動作を提供し得る。いくつかの事例では、方法１８００、１９０
０、２０００、２１００、および２２００のうちの２つ以上の動作が、他の実装形態を生
み出すために結合され得る。
【０１２４】
　[0134]当業者であれば、情報および信号は、さまざまな異なる技術および技法のうちの
何れかを用いて表され得ることを理解するであろう。例えば、上記説明を通じて参照され
得るデータ、命令群、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧
、電流、電磁波、磁場または磁性粒子、光学場または光学粒子、あるいはこれらの任意の
組み合わせによって表現され得る。
【０１２５】
　[0135]当業者であればさらに、本明細書で開示された実施形態に関連して記載された例
示的なさまざまな論理ブロック、モジュール、回路、およびアルゴリズム・ステップは、
電子的なハードウェア、コンピュータ・ソフトウェア、あるいはこれら両方の組み合わせ
として実現されることを認識するであろう。ハードウェアとソフトウェアとの相互置換性
を明確に説明するために、さまざまな例示的な構成要素、ブロック、モジュール、回路、
およびステップが、それらの機能の観点から一般的に記載された。これら機能がハードウ
ェアとしてまたはソフトウェアとして実現されるかは、特定の用途およびシステム全体に
課せられている設計制約に依存する。当業者であれば、特定の用途の各々に応答して変化
する方式で、前述した機能を実現し得る。しかしながら、この適用判断は、本発明の範囲
からの逸脱をもたらすものと解釈されるべきではない。
【０１２６】
　[0136]本明細書で開示された実施形態に関連して記述されたさまざまな例示的な論理ブ
ロック、モジュール、および回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ
）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールド・プログラマブル・ゲート・アレイ
（ＦＰＧＡ）あるいはその他のプログラマブル論理デバイス、ディスクリート・ゲートあ
るいはトランジスタ・ロジック、ディスクリート・ハードウェア構成要素、または前述さ
れた機能を実現するために設計された上記何れかの組み合わせを用いて実現または実施さ
れ得る。汎用プロセッサは、マイクロプロセッサであり得るが、代替例では、このプロセ
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り得る。プロセッサは、例えばＤＳＰとマイクロプロセッサとの組み合わせ、複数のマイ
クロプロセッサ、ＤＳＰコアと連携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、またはそ
の他任意のこのような構成であるコンピューティング・デバイスの組み合わせとして実現
され得る。
【０１２７】
　[0137]本明細書で開示された実施形態に関して記述された方法またはアルゴリズムのス
テップは、ハードウェアにおいて直接的に、プロセッサによって実行されるソフトウェア
・モジュールによって、あるいはこれら２つの組み合わせによって具体化され得る。ソフ
トウェア・モジュールは、ＲＡＭメモリ、フラッシュ・メモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯ
Ｍメモリ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）メモリ、レジスタ、ハード・ディスク、リムーバブ
ル・ディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、あるいは当該技術分野で知られているその他の型式の記憶
媒体に存在し得る。典型的な記憶媒体は、プロセッサが記憶媒体から情報を読み取り、ま
た記憶媒体に情報を書き込むことができるようにプロセッサに結合される。あるいは、こ
の記憶媒体は、プロセッサに統合され得る。このプロセッサと記憶媒体とは、ＡＳＩＣ内
に存在し得る。ＡＳＩＣは、ユーザ端末内に存在し得る。あるいは、プロセッサおよび記
憶媒体は、ユーザ端末内のディスクリートな構成要素として存在し得る。
【０１２８】
　[0138]１または複数の典型的な実施形態では、記載された機能は、ハードウェア、ソフ
トウェア、ファームウェア、あるいはそれらの任意の組み合わせによって実現され得る。
ソフトウェアで実現される場合、これら機能は、コンピュータ読取可能な媒体上に格納さ
れるか、あるいは、コンピュータ読取可能な媒体上の１つまたは複数の命令群またはコー
ドとして送信され得る。コンピュータ読取可能な媒体は、コンピュータ記憶媒体と通信媒
体との両方を含む。これらは、コンピュータ・プログラムのある場所から別の場所への転
送を容易にする任意の媒体を含む。記憶媒体は、コンピュータによってアクセスされ得る
利用可能な任意の媒体である。例として、限定することなく、このようなコンピュータ読
取可能な媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭまたはその他の光ディス
ク記憶装置、磁気ディスク記憶装置またはその他の磁気記憶デバイス、あるいは、所望の
プログラム・コード手段を命令群またはデータ構造の形式で搬送または格納するために使
用され、しかも、コンピュータによってアクセスされ得るその他任意の媒体を備え得る。
さらに、あらゆる接続が、コンピュータ読取可能な媒体と適切に呼ばれる。同軸ケーブル
、光ファイバ・ケーブル、対より線、デジタル加入者線（ＤＳＬ）、あるいは、例えば赤
外線、無線およびマイクロ波のような無線技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、ある
いはその他の遠隔ソースからソフトウェアが送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバ
・ケーブル、対より線、ＤＳＬ、あるいは、例えば赤外線、無線およびマイクロ波のよう
な無線技術が、媒体の定義に含まれる。本明細書において使用されるようなｄｉｓｋおよ
びｄｉｓｃは、コンパクト・ディスク（ｄｉｓｃ）（ＣＤ）、レーザ・ディスク（ｄｉｓ
ｃ）、光ディスク（ｄｉｓｃ）、デジタル多用途ディスク（ｄｉｓｃ）（ＤＶＤ）、フロ
ッピー（登録商標）ディスク（ｄｉｓｋ）、およびＢｌｕ－Ｒａｙディスク（ｄｉｓｃ）
を含んでおり、ｄｉｓｋは通常、データを磁気的に再生し、ｄｉｓｃはレーザを用いてデ
ータを光学的に再生する。上記の組み合わせもまた、コンピュータ読取可能な媒体の範囲
内に含まれるべきである。
【０１２９】
　[0139]開示された実施形態の上記記載は、当業者をして、本開示の製造または利用を可
能とするように提供される。これら実施形態に対するさまざまな変形例もまた、当業者に
は明らかであって、本明細書で定義された一般的な原理は、本開示の主旨または範囲から
逸脱することなく他の例にも適用され得る。このように、本開示は、本明細書で示された
実施形態に限定されるものではなく、本明細書で開示された原理および新規な特徴と矛盾
しない最も広い範囲に相当することが意図されている。
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